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白
堊
同
窓
会
百
周
年

式   

辞

　

松
葉
一
針
一
針
に
、
祝
う
が
如
く
瑞
雨
滴
る
本
日
、
白
堊
同
窓
会

設
立
百
周
年
記
念
式
典
が
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
慶
び
を
共
に
分

か
ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
は
、
ご
多
忙
の
折
、
昭
和
五
十
八
年
卒
の
達
増
知
事

に
も
ご
臨
席
を
頂
き
誠
に
光
栄
に
存
じ
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
同
窓
会
は
大
正
十
三
年
九
月
、
一
九
二
四
年
、
名
簿
作
成
の

た
め
の
有
機
的
結
合
に
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
盛
岡

中
学
同
窓
会
の
名
称
で
、
毎
年
会
員
名
簿
を
発
行
し
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
て
、
昭
和
二
五
年
、
一
九
五
十
年
、

創
立
七
十
周
年
を
機
に
、
そ
の
名
称
を
白
堊
同
窓
会
に
改
称
し
今
日

に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
員
数
は
本
校
、
雫
石
分
校
、
定
時
制
及
び
通
信
制

含
め
三
万
八
千
人
余
で
あ
り
ま
す
。
各
会
員
は
広
く
社
会
の
各
分
野

に
お
い
て
、
な
べ
て
そ
の
存
在
感
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
こ
と

と
存
じ
、
誠
に
喜
ば
し
く
、
誇
り
に
思
う
次
第
で
す
。

　

主
な
事
業
を
振
り
返
る
と
、
当
初
の
名
簿
作
成
及
び
基
金
募
集
に

始
ま
り
、
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
学
校
農
園
地
の
取
得
や
第
二
グ

ラ
ン
ド
を
整
備
し
、
百
周
年
に
は
白
堊
記
念
館
を
建
設
す
る
と
と
も

に
、
生
徒
の
海
外
派
遣
事
業
、
即
ち
「
白
堊
の
翼
」
な
ど
を
開
始
し
、

そ
の
後
は
屋
内
投
球
練
習
場
や
弓
道
場
の
整
備
な
ど
、
一
貫
し
て
母

校
の
施
設
の
整
備
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
後
輩
諸
君
の
部
活

動
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
甲
子
園
出
場
時
の
寄
付
募
集
な
ど

の
主
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
被
害
生
徒

へ
の
援
助
な
ど
、
同
窓
生
の
力
を
結
集
し
て
、
有
形
無
形
の
様
々

な
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。

　

熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
先
人
は
じ
め
す
べ
て
の
会
員
の
母

校
へ
の
熱
き
思
い
と
意
欲
的
な
取
組
み
を
、
心
か
ら
讃
え
る
と
と
も

に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
同
窓
会
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
事
務
局
の
方
々
に

も
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
事
務
局
と
し
て
多
忙
な
勤
務
に
あ
り
な
が
ら
も
、
陰
ひ

な
た
な
く
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
歴
代
の
諸
先
生
方
の
存
在
と
、
ひ
た

す
ら
に
事
務
局
の
仕
事
に
献
身
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
職
員
が
い
て
こ

そ
、
我
が
同
窓
会
の
今
日
の
堅
固
な
礎
が
築
か
れ
、
様
々
な
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
札
幌
白
堊
会
や
在
京
白
堊
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の

白
堊
会
、
盛
岡
市
役
所
白
堊
会
な
ど
の
職
場
毎
の
白
堊
会
、
硬
式
野

球
部
等
、
部
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
か
ら
な
る
白
堊
会
な
ど
四
十
八
も
の
白

堊
会
、
並
び
に
十
五
日
会
な
ど
の
名
称
で
の
卒
業
年
次
毎
の
多
く
の

同
期
会
は
、
我
が
同
窓
会
と
軌
を
一
に
し
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
交
流

の
活
発
化
は
同
窓
会
活
動
の
大
き
な
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
、
引
き
続
き
の
連
帯
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
同
窓
会
は
百
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た

が
、
時
代
を
超
え
て
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
、
即
ち
不
変
な
る
も
の
を
あ

げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
は
、
会
員
の
母
校
発
展
に
寄
与
し
た
い

と
い
う
個
人
的
な
利
害
を
超
え
た
自
発
的
な
意
思
で
あ
り
ま
す
。
誰

も
が
体
験
し
た
白
堊
城
で
の
青
春
の
日
々
へ
の
記
憶
が
母
校
へ
の
思

い
と
な
り
、
そ
の
思
い
が
か
か
る
意
思
へ
と
つ
な
が
っ
た
も
の
と
存

じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
在
校
生
と
し
て
支
援
を
受
け
た
後
輩
が
そ
の
後
、
先
輩

即
ち
同
窓
生
と
し
て
後
輩
と
母
校
を
支
援
し
て
い
く
、
ま
さ
に
白
堊

会
な
り
の
白
堊
会
的
「
共
助
」
と
い
う
仕
組
み
の
継
承
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
継
承
に
お
い
て
は
、
同
窓
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
強
み
を
活

か
し
、
惜
し
み
な
く
力
と
し
て
傾
注
す
る
こ
と
で
同
窓
会
全
体
と
し

て
の
確
か
な
る
力
の
最
大
化
を
図
っ
て
き
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
我
が
同
窓
会
の
不
変
な
る
も
の
を
共
有
し
、
会
員
の

自
発
的
意
思
に
沿
っ
て
、
こ
の
良
き
美
徳
と
も
い
う
べ
き
仕
組
み
を

継
承
し
て
ま
い
る
べ
き
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
同
窓
会
と
し
ま
し
て
は
、
先
輩
、
後
輩
分
け
隔
て

な
く
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
更
な
る
広
が
り
と
一
層
の

深
ま
り
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
窓
生
諸
兄
諸
姉
の
一
層
の
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
後
輩
生
徒
諸
君
の
伸
び
や
か
な
る
成
長
と

力
強
い
躍
進
、
並
び
に
百
四
十
四
周
年
を
迎
え
た
母
校
の
更
な
る
発

展
を
心
か
ら
祈
念
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
十
月
十
九
日

白
堊
同
窓
会
会
長　

昭
和
四
十
五
年
卒　

藤
尾 

善
一

事
務
局
か
ら

会
費
納
入
の
お
願
い

　

白
堊
同
窓
会
会
費
の
納
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
年
間
５
０
０
０

件
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
納
入
い
た
だ
い

た
会
費
は
、
会
報
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
決
算
書
の
通
り
、

同
窓
生
相
互
の
交
流
を
目
的

と
し
た
事
業
に
加
え
、
全
国

大
会
や
東
北
大
会
に
出
場
す

る
部
や
個
人
に
対
す
る
部
活

動
奨
励
費
を
始
め
と
し
、
現

役
の
一
高
生
育
成
支
援
に
も

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、

会
費
の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
納
入
は
、
同
封
の
払
込

用
紙
に
よ
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
入
と
バ
ー
コ
ー

ド
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

可
能
で
す
。

令
和
７
年
度
総
会
案
内

◎
期
日

　

令
和
７
年
10
月
18
日
（
土
）

◎
場
所

　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　

盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ

◎
主
管

　

平
成
11
年
卒
業
生
一
同

在
校
生
の
部
活
動
記
録

に
つ
い
て

　

経
費
削
減
の
た
め
、
今
号

か
ら
ペ
ー
ジ
数
を
削
減
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
在
校
生

の
部
活
動
記
録
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
公
開
す
る
こ
と
に
変
更

い
た
し
ま
す
。
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

㊗ 

音
楽
部
が
第
77
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
令
和
６
年
10
月
26
日

埼
玉
県
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

大
ホ
ー
ル
）

同窓会の活動を多くの会員に知ってい
ただき、会員相互の交流に役立てたい
という趣旨で、平成 31年３月 31日に
開設しました。ぜひご活用願います。
Facebook アカウント　白堊同窓会
X アカウント　白堊同窓会

訃
　
報

白堊記念館来館者
白堊記念館来館の折には、ぜひ記帳をお願いいたします。

令和５年11月１日～令和６年10月31日の間に記念館に来館された方々です。
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卒
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卒
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平
成
13
年
卒

平
成
13
年
卒

平
成
16
年
卒

平
成
22
年
卒

平
成
26
年
卒

平
成
27
年
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令
和
３
年
卒

令
和
６
年
卒
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藤　

之　

也

平　
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光　

朗
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直
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明
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廣
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次　

昭

山　

目　

行　

人

佐　

藤　

光　

彦

咲　

山　

正　

明

佐
々
木　
　
　

実
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藤　

一　

夫

中　

川　
　
　

潔

沼　

田　

啓　

基

松　

岡　

祥　

介

小　

宮　

洋　

美

佐
々
木　

昌　

広

増　

子　

恭　

一

保　
　
　

和　

衛

甘　

利　

康　

文

手　

島　

瑞　

夫

亀　

田　

真
太
郎

司　

東　

隆　

光

髙　

橋　
　
　

右

阿　

部　

広　

大

手　

島　

光　

彦

佐
々
木　
　
　

朱

吉　

田　

ち
ひ
ろ

村　

田　

秀
太
朗

心からご冥福をお祈りいたします。（令和５年11月1日以降ご逝去され、令和６年10月31日までに事務局にご連絡いただいた方々です。）

①歌集 飛ぶ歌 ー改訂版ー　　飯村 良子（昭和46年卒）
　歌集 光と風の五月　　　　 飯村 良子（昭和46年卒）
　詩集 天の時計 ー改訂版ー　飯村 良子（昭和46年卒）
　句集 天の露　　　　　　　 飯村 佳月※飯村 良子

②寄付金（50,000円）

⑥寄付金（436,211円）

③学徒出陣　80年目のレクイエム　還らざる学友たちへ

④私の履歴書　三井住友信託銀行名誉顧問 高橋 温（昭和35年卒）著

⑤米内光政会会報　創刊号、第2号、第3号　米内光政会

飯村 良子（昭和 46 年卒）

平成 13 年卒業生一同

昭和 54 年卒業生一同

一橋いしぶみの会（一橋大学）

高橋 温（昭和 35 年卒）

米内光政会
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令和６年度白堊同窓会一般会計予算

253,672
7,800,000
550,000
1,482,800

1,000,000
3,528

11,090,000

1,096,918
8,400,000
556,000
1,472,000

0
3,082

11,528,000

-843,246
-600,000
-6,000
10,800

1,000,000
446

-438,000

前年度一般会計より
令和６年度分3,900件
3学年分（275名×200円×10ヶ月）

財産積立金から
預金利息、宛名シール代

1学年（286名×240円×10ヶ月）
2学年（286名×240円×10ヶ月）
3学年（275名×  40円×10ヶ月）

350,000

150,000
200,000
250,000

900,000

400,000
0

140,000
3,000,000
1,500,000
1,500,000

0
100,000

1,200,000
750,000

650,000
0

11,090,000

科　目
繰越金
会　費
入会金
予納金

繰入金
雑収入
計

科　目
事務費

慶弔費
旅費
会議費

事業費

総会関係費
キャリアアップ
講演会費
名簿作成費
会報刊行費
事務局員費
国際交流費
財産積立繰入金
周年事業
特別会計繰入金
部活動等奨励費
夜間照明
設備費

会費振込手数料
予備費
計

収入 （単位：円）

支出

予算額

予算額

前年度予算額

前年度予算額

増　減

増　減

摘　　要

摘　　要
400,000

230,000
250,000
300,000

900,000

500,000
100,000

150,000
3,100,000
1,500,000
1,500,000
200,000
100,000

1,200,000
250,000

800,000
48,900

11,528,900

-50,000

-80,000
-50,000
-50,000

0

-100,000
-100,000

-10,000
-100,000

0
0

-200,000
0

0
500,000

-150,000
-48,000
-438,000

事務用品（封筒・トナー等含）、
郵送代払込手数料、建物共済加入負担金、
記念館施設使用光熱水費等

各白堊会派遣祝金、会議参加費、弔電代
各白堊会派遣旅費
卒業年次代表者会議、役員会・常任幹事会
編集委員会
ウェブサイト管理運用費、設立百周年記念
事業費、事務局プリンター更新費等
総会資料作成費、主管年次補助、弁当代等
講師謝礼、旅費

卒業生データ入力費等
白堊通信44号印刷費、郵送費
事務局員給与、健康診断費用
白堊の翼補助（白堊振興会会計へ）

創立150周年積立金（周年事業特別会計へ）

上位大会出場部、應援委員会
電気料等、保安管理業務委託手数料
（夜間照明設備特別会計へ）

令和５年度白堊同窓会一般会計決算
（令和5年4月1日~令和6年3月31日）

1,096,918
8,400,000
556,000
1,472,000

0
3,082

11,528,000

1,096,918
7,596,000
552,600
1,465,080

0
477,664

11,188,262

0
804,000
3,400
6,920

0
-474,582

339,738

令和４年度より
令和５年度会費3,798件
３学年分
１、２、３学年分
財産積立金（岩手銀行普通預金）より
預金利息、宛名シール代、名簿売上金、寄付金
（昭和33年同期会、昭和38年同期会、全国三㐂会、
白堊成田会有志、昭和19年卒故齋藤陞氏ご遺族）

400,000

230,000
250,000
300,000
900,000

500,000

100,000

150,000
3,100,000
1,500,000
1,500,000
200,000
100,000

1,200,000
250,000

800,000
48,000

0
11,528,000

科　目
繰越金
会　費
入会金
予納金
繰入金
雑収入

計

科　目
事務費

慶弔費
旅費
会議費
事業費

総会関係費

キャリアアップ
講演会費
名簿作成費
会報刊行費
事務局員費
国際交流費
財産積立繰入金
周年事業
特別会計繰入金
部活動等奨励費
夜間照明
設備費

会費振込手数料
予備費

次年度繰越金
計

収入 （単位：円）

支出

予算額

予算額

決算額

前年度予算額

比　較

増　減

摘　　要

摘　　要
361,016

127,164
192,968
329,225
699,150

388,83

0

121,000
3,554,990
1,416,768
1,500,000
200,000
100,000

1,108,000
250,000

585,506
0

253,672
11,188,262

38,984

102,836
57,032
-29,225
200,850

111,197

100,000

29,000
-454,990
83,232

0
0
0

92,000
0

214,494
48,000

-253,672
339,738

電話代(インターネット通信費含)、事務用品、
払込手数料、郵送代、 残高確認書、職員録、
白堊記念会館施設使用光熱水量代、プリンター修理代

弔電代、生花代、支部総会等祝金
支部総会等役員派遣旅費
役員会、常任幹事会、編集委員会
事務局エアコン設置費、應援旗祭運営費、
ウェブサイト管理運用費
総会資料作成代、主管年次補助金、
講演者謝礼、弁当代

卒業生データ入力費
43号印刷費、郵送代
事務局員給料、健康診断代
白堊の翼補助
財産積立金（岩手銀行普通預金）へ
周年事業特別会計へ

上位大会出場部、應援委員会
夜間照明設備特別会計へ

振込手数料、通知票受取代、月額使用料

　同窓会会員の皆さんにはお元気にご活躍のこととお喜び申し上げ
ます。
　同窓会設立 100 周年という節目にあたる本年 10 月に開催された総
会において、藤尾善一前会長から会長のバトンを引き継いだ中村一郎
です。
　本年の総会は多くの同窓生の皆さんの参加をいただき、盛会裏に
開催することができました。運営に尽力いただいた担当年次の平成
10 年卒の皆さんには、心から感謝申し上げます。
　私は、大学卒業後、岩手県庁に入庁、県を退職後に三陸鉄道㈱で
社長を務め、令和４年から盛岡市副市長を務めております。
　昨年、ニューヨーク・タイムズ紙で「2023 年に行くべき 52 カ所」の
一つに盛岡市が選ばれましたが、盛岡市をニューヨーク・タイムズ紙
に推薦してくれたのが、クレイグ・モドさん。彼は日本在住 20 年以上
となるアメリカ出身の作家、旅行家で、盛岡に来られた際に、話を伺
う機会がありました。
　モドさんは、これまで日本中の１万キロを超える距離を自分の足で
歩き、地域を見つめ、土地の人の話を伺ってきたとのことでした。
　盛岡については、「東京から新幹線で２時間余り、山々に囲まれ、
街歩きにとても適している。大正時代に建てられた西洋と東洋の建

築美が融合した建造物、近代的なホテル、歴史を感じさせる旅館、
蛇行して流れる川など素材にあふれている。城跡が公園になっている
のも魅力の一つ。盛岡は「隠れた宝石」のような街…」と紹介してい
ます。
　また、盛岡は、若い人たちがお店を開業したりなど、頑張っている
若者が多いとも言っています。外の人たちに盛岡の良さや特徴を教え
てもらい、私たち地元の人たちがこれまで当たり前のように思ってき
たことの大切さを改めて考えるいい機会にもなりました。
　「盛岡らしさ」は、人によってそれぞれかもしれません。ただ、他の
都市と同じような街をつくっていくだけでは、街の魅力は生まれてこ
ない。その土地の自然や歴史、文化などを踏まえ、いいものはしっか
り残し、またそれを生かしながら、その上に新たなものを作り上げて
いく。そのことが、今後ますます求められていくのではないでしょうか。
ローカルなものこそがグローバルに評価される時代だと思います。
　100 周年を迎えた我が同窓会ですが、「良き伝統」はしっかり守り
つつ、新たなことにも果敢に挑戦する気概を持って、今後とも、現役
生の活動支援や母校の発展のための活動に努めて参りますので、皆
様の一層の御支援と御協力をお願い申し上げます。

　同窓生の皆様には日頃より本校の教育活動にご理解、ご支援を賜っ
ておりますことに心より感謝申し上げます。
　また、今年度、白堊同窓会が設立 100 周年を迎えられたことをお
祝い申し上げますとともに、100 年の歴史と実績を築いてこられた同
窓生の皆様に深く敬意を表する次第です。
　白堊同窓会の皆様による本校へのご支援は数々ございますが、そ
の中でも本校創立 100 周年記念事業の一環として開始された生徒海
外派遣事業は、昭和・平成・令和と時代を超えて受け継がれきており
ます。昭和 55 年（1980 年）に始まった本事業は、派遣先の変転はあ
るものの、令和５年度の派遣で 45 回、派遣生徒数は 481 名にのぼり、
派遣生は、国内はもとより国際的にも様々分野で活躍しておられます。
今年度も、10 名の生徒をカナダのビクトリア市に派遣すべく準備が進
められております。
　学校の施設設備に関しても、創立 100 周年の昭和 55 年には白堊記
念館が竣工、平成 13 年には屋内投球練習場竣工、平成 16 年にグラン
ド夜間照明竣工、平成 22 年に弓道場竣工と続きます。そして、最近は、
本校卒業 50 周年記念という趣旨で、遮光カーテンや白堊ホールの舞
台幕、バックボード等の備品をご寄贈いただくことも増えてまいりま
した。学校生活、部活動を支える施設設備の充実は、同窓会の皆様
のご支援なくしては実現しえなかったものです。生徒諸君は、皆様か
らご支援いただいた環境の中で、白堊の先人・諸先輩の足跡に誇り

を持ち、校訓である「忠実自彊」「質実剛健」を礎としながら、自主的・
主体的に行動し、文武両面に生き生きと充実した高校生活を送ってお
ります。
　今年の９月、某放送局の「鶴瓶の家族に乾杯」という番組をご覧に
なった方も多いと思います。鶴瓶さんが本校においでになったのは、
本当に突然のことでした。事前の準備や打合せなど何もないまま、鶴
瓶さんのご要望にお応えして応援団長が振るＭ旗のもと、部活動をし
ていた数十人の有志生徒が校歌を披露し、エールを送ることとなりま
した。コロナ禍を経て多くの学校では応援団活動が停滞しています
が、大きな声で堂々と校歌を歌う本校の生徒の姿を見て、コロナ禍を
乗り越えて大切なものが受け継がれていると感じました。
　学校行事のあり方や施設設備、生徒の気質は、時代と共に少しず
つ変化してきていますが、応援歌練習・運動会といった一連の行事や
学校生活を潜り抜けることを通じて「一高精神」というものが、意図
しないままに共有され、受け継がれていると言えるのではないでしょ
うか。
　これからも生徒が主体的に活躍する場を大切にし、「広く社会に貢
献する人間」に成長していける学校であり続けたいと考えています。
白堊同窓会の皆様には、今後とも、本校の生徒諸君に対しまして、力
強いエールを贈っていただきますようお願い申し上げます。

ローカルこそがグローバル

白堊同窓会 100 周年を迎えて

白堊同窓会会長　中村 一郎（昭和 49 年卒）

校長　高橋 一佳（昭和 58 年卒）
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局
に
長
年

勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
吉
田
美
保
子
さ
ん

に
感
謝
状
の
贈
呈
も
行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演

を
熱
心
に
聞
き
入
る
姿
に
、
皆
さ
ん
応
援
に
対

す
る
熱
い
気
持
ち
を
今
で
も
持
ち
続
け
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
小
川
惇
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の

ご
発
声
で
は
じ
ま
り
、
世
代
を
超
え
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
最
後
は
吉
田

伸
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
い
つ
も
以
上
に
気
合
の

入
っ
た
校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
終
了
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
学
年
の
15
年
ぶ
り
の
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
後
26
年
た
ち
ま
し
た

が
49
名
も
の
参
加
が
あ
り
恩
師
も
５
名
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の
旧
交
を
温
め
ま
し

た
。
社
会
に
出
て
か
ら
の
友
人
と
ひ
と
味
違
う

一
高
学
友
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
貴
重
な

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
準
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

同
窓
会
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

同
窓
会
及
び
母
校
盛
岡
一
高
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
念
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
10
年
卒 

年
次
代
表　

松
田 

俊
記

総
会
報
告

会　　　長　　中　村　一　郎（昭和 49 年卒）新任
副　会　長　　髙　橋　瑞　彦（昭和 52 年卒）留任
副　会　長　　千　葉　隆　史（昭和 60 年卒）留任
副　会　長　　西　野　文　香（昭和 61 年卒）留任
副　会　長　　高　橋　一　佳（昭和 58 年卒）留任（校長）

監　　　事　　工　藤　重　信（昭和 50 年卒）留任
監　　　事　　高　橋　宏　弥（昭和 53 年卒）留任
監　　　事　　齋　藤　正　義（昭和 54 年卒）留任
常任幹事長　　藤　澤　和　義（昭和 52 年卒）留任
常 任 幹 事　　森　　　義　真（昭和 47 年卒）留任
常 任 幹 事　　中　野　孝之助（昭和 48 年卒）留任
常 任 幹 事　　内　山　篤　美（昭和 49 年卒）留任

常 任 幹 事　　佐久山　　　衛（昭和 61 年卒）留任
常 任 幹 事　　谷地舘　　　勝（平成 元 年卒）留任
常 任 幹 事　　大　森　健　一（平成 ２ 年卒）留任
常 任 幹 事　　城　守　まゆみ（平成 ３ 年卒）留任
常 任 幹 事　　菊　地　宏　明（平成 ５ 年卒）留任
常 任 幹 事　　吉　田　　　伸（平成 12 年卒）留任
常 任 幹 事　　高　橋　　　健（平成 ３ 年卒）新任（副校長）
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令和６年度白堊同窓会一般会計予算

253,672
7,800,000
550,000
1,482,800

1,000,000
3,528

11,090,000

1,096,918
8,400,000
556,000
1,472,000

0
3,082

11,528,000

-843,246
-600,000
-6,000
10,800

1,000,000
446

-438,000

前年度一般会計より
令和６年度分3,900件
3学年分（275名×200円×10ヶ月）

財産積立金から
預金利息、宛名シール代

1学年（286名×240円×10ヶ月）
2学年（286名×240円×10ヶ月）
3学年（275名×  40円×10ヶ月）

350,000

150,000
200,000
250,000

900,000

400,000
0

140,000
3,000,000
1,500,000
1,500,000

0
100,000

1,200,000
750,000

650,000
0

11,090,000

科　目
繰越金
会　費
入会金
予納金

繰入金
雑収入
計

科　目
事務費

慶弔費
旅費
会議費

事業費

総会関係費
キャリアアップ
講演会費
名簿作成費
会報刊行費
事務局員費
国際交流費
財産積立繰入金
周年事業
特別会計繰入金
部活動等奨励費
夜間照明
設備費

会費振込手数料
予備費
計

収入 （単位：円）

支出

予算額

予算額

前年度予算額

前年度予算額

増　減

増　減

摘　　要

摘　　要
400,000

230,000
250,000
300,000

900,000

500,000
100,000

150,000
3,100,000
1,500,000
1,500,000
200,000
100,000

1,200,000
250,000

800,000
48,900

11,528,900

-50,000

-80,000
-50,000
-50,000

0

-100,000
-100,000

-10,000
-100,000

0
0

-200,000
0

0
500,000

-150,000
-48,000
-438,000

事務用品（封筒・トナー等含）、
郵送代払込手数料、建物共済加入負担金、
記念館施設使用光熱水費等

各白堊会派遣祝金、会議参加費、弔電代
各白堊会派遣旅費
卒業年次代表者会議、役員会・常任幹事会
編集委員会
ウェブサイト管理運用費、設立百周年記念
事業費、事務局プリンター更新費等
総会資料作成費、主管年次補助、弁当代等
講師謝礼、旅費

卒業生データ入力費等
白堊通信44号印刷費、郵送費
事務局員給与、健康診断費用
白堊の翼補助（白堊振興会会計へ）

創立150周年積立金（周年事業特別会計へ）

上位大会出場部、應援委員会
電気料等、保安管理業務委託手数料
（夜間照明設備特別会計へ）

令和５年度白堊同窓会一般会計決算
（令和5年4月1日~令和6年3月31日）

1,096,918
8,400,000
556,000
1,472,000

0
3,082

11,528,000

1,096,918
7,596,000
552,600
1,465,080

0
477,664

11,188,262

0
804,000
3,400
6,920

0
-474,582

339,738

令和４年度より
令和５年度会費3,798件
３学年分
１、２、３学年分
財産積立金（岩手銀行普通預金）より
預金利息、宛名シール代、名簿売上金、寄付金
（昭和33年同期会、昭和38年同期会、全国三㐂会、
白堊成田会有志、昭和19年卒故齋藤陞氏ご遺族）

400,000

230,000
250,000
300,000
900,000

500,000

100,000

150,000
3,100,000
1,500,000
1,500,000
200,000
100,000

1,200,000
250,000

800,000
48,000

0
11,528,000

科　目
繰越金
会　費
入会金
予納金
繰入金
雑収入

計

科　目
事務費

慶弔費
旅費
会議費
事業費

総会関係費

キャリアアップ
講演会費
名簿作成費
会報刊行費
事務局員費
国際交流費
財産積立繰入金
周年事業
特別会計繰入金
部活動等奨励費
夜間照明
設備費

会費振込手数料
予備費

次年度繰越金
計

収入 （単位：円）

支出

予算額

予算額

決算額

前年度予算額

比　較

増　減

摘　　要

摘　　要
361,016

127,164
192,968
329,225
699,150

388,83

0

121,000
3,554,990
1,416,768
1,500,000
200,000
100,000

1,108,000
250,000

585,506
0

253,672
11,188,262

38,984

102,836
57,032
-29,225
200,850

111,197

100,000

29,000
-454,990
83,232

0
0
0

92,000
0

214,494
48,000

-253,672
339,738

電話代(インターネット通信費含)、事務用品、
払込手数料、郵送代、 残高確認書、職員録、
白堊記念会館施設使用光熱水量代、プリンター修理代

弔電代、生花代、支部総会等祝金
支部総会等役員派遣旅費
役員会、常任幹事会、編集委員会
事務局エアコン設置費、應援旗祭運営費、
ウェブサイト管理運用費
総会資料作成代、主管年次補助金、
講演者謝礼、弁当代

卒業生データ入力費
43号印刷費、郵送代
事務局員給料、健康診断代
白堊の翼補助
財産積立金（岩手銀行普通預金）へ
周年事業特別会計へ

上位大会出場部、應援委員会
夜間照明設備特別会計へ

振込手数料、通知票受取代、月額使用料

　同窓会会員の皆さんにはお元気にご活躍のこととお喜び申し上げ
ます。
　同窓会設立 100 周年という節目にあたる本年 10 月に開催された総
会において、藤尾善一前会長から会長のバトンを引き継いだ中村一郎
です。
　本年の総会は多くの同窓生の皆さんの参加をいただき、盛会裏に
開催することができました。運営に尽力いただいた担当年次の平成
10 年卒の皆さんには、心から感謝申し上げます。
　私は、大学卒業後、岩手県庁に入庁、県を退職後に三陸鉄道㈱で
社長を務め、令和４年から盛岡市副市長を務めております。
　昨年、ニューヨーク・タイムズ紙で「2023 年に行くべき 52 カ所」の
一つに盛岡市が選ばれましたが、盛岡市をニューヨーク・タイムズ紙
に推薦してくれたのが、クレイグ・モドさん。彼は日本在住 20 年以上
となるアメリカ出身の作家、旅行家で、盛岡に来られた際に、話を伺
う機会がありました。
　モドさんは、これまで日本中の１万キロを超える距離を自分の足で
歩き、地域を見つめ、土地の人の話を伺ってきたとのことでした。
　盛岡については、「東京から新幹線で２時間余り、山々に囲まれ、
街歩きにとても適している。大正時代に建てられた西洋と東洋の建

築美が融合した建造物、近代的なホテル、歴史を感じさせる旅館、
蛇行して流れる川など素材にあふれている。城跡が公園になっている
のも魅力の一つ。盛岡は「隠れた宝石」のような街…」と紹介してい
ます。
　また、盛岡は、若い人たちがお店を開業したりなど、頑張っている
若者が多いとも言っています。外の人たちに盛岡の良さや特徴を教え
てもらい、私たち地元の人たちがこれまで当たり前のように思ってき
たことの大切さを改めて考えるいい機会にもなりました。
　「盛岡らしさ」は、人によってそれぞれかもしれません。ただ、他の
都市と同じような街をつくっていくだけでは、街の魅力は生まれてこ
ない。その土地の自然や歴史、文化などを踏まえ、いいものはしっか
り残し、またそれを生かしながら、その上に新たなものを作り上げて
いく。そのことが、今後ますます求められていくのではないでしょうか。
ローカルなものこそがグローバルに評価される時代だと思います。
　100 周年を迎えた我が同窓会ですが、「良き伝統」はしっかり守り
つつ、新たなことにも果敢に挑戦する気概を持って、今後とも、現役
生の活動支援や母校の発展のための活動に努めて参りますので、皆
様の一層の御支援と御協力をお願い申し上げます。

　同窓生の皆様には日頃より本校の教育活動にご理解、ご支援を賜っ
ておりますことに心より感謝申し上げます。
　また、今年度、白堊同窓会が設立 100 周年を迎えられたことをお
祝い申し上げますとともに、100 年の歴史と実績を築いてこられた同
窓生の皆様に深く敬意を表する次第です。
　白堊同窓会の皆様による本校へのご支援は数々ございますが、そ
の中でも本校創立 100 周年記念事業の一環として開始された生徒海
外派遣事業は、昭和・平成・令和と時代を超えて受け継がれきており
ます。昭和 55 年（1980 年）に始まった本事業は、派遣先の変転はあ
るものの、令和５年度の派遣で 45 回、派遣生徒数は 481 名にのぼり、
派遣生は、国内はもとより国際的にも様々分野で活躍しておられます。
今年度も、10 名の生徒をカナダのビクトリア市に派遣すべく準備が進
められております。
　学校の施設設備に関しても、創立 100 周年の昭和 55 年には白堊記
念館が竣工、平成 13 年には屋内投球練習場竣工、平成 16 年にグラン
ド夜間照明竣工、平成 22 年に弓道場竣工と続きます。そして、最近は、
本校卒業 50 周年記念という趣旨で、遮光カーテンや白堊ホールの舞
台幕、バックボード等の備品をご寄贈いただくことも増えてまいりま
した。学校生活、部活動を支える施設設備の充実は、同窓会の皆様
のご支援なくしては実現しえなかったものです。生徒諸君は、皆様か
らご支援いただいた環境の中で、白堊の先人・諸先輩の足跡に誇り

を持ち、校訓である「忠実自彊」「質実剛健」を礎としながら、自主的・
主体的に行動し、文武両面に生き生きと充実した高校生活を送ってお
ります。
　今年の９月、某放送局の「鶴瓶の家族に乾杯」という番組をご覧に
なった方も多いと思います。鶴瓶さんが本校においでになったのは、
本当に突然のことでした。事前の準備や打合せなど何もないまま、鶴
瓶さんのご要望にお応えして応援団長が振るＭ旗のもと、部活動をし
ていた数十人の有志生徒が校歌を披露し、エールを送ることとなりま
した。コロナ禍を経て多くの学校では応援団活動が停滞しています
が、大きな声で堂々と校歌を歌う本校の生徒の姿を見て、コロナ禍を
乗り越えて大切なものが受け継がれていると感じました。
　学校行事のあり方や施設設備、生徒の気質は、時代と共に少しず
つ変化してきていますが、応援歌練習・運動会といった一連の行事や
学校生活を潜り抜けることを通じて「一高精神」というものが、意図
しないままに共有され、受け継がれていると言えるのではないでしょ
うか。
　これからも生徒が主体的に活躍する場を大切にし、「広く社会に貢
献する人間」に成長していける学校であり続けたいと考えています。
白堊同窓会の皆様には、今後とも、本校の生徒諸君に対しまして、力
強いエールを贈っていただきますようお願い申し上げます。

ローカルこそがグローバル

白堊同窓会 100 周年を迎えて

白堊同窓会会長　中村 一郎（昭和 49 年卒）

校長　高橋 一佳（昭和 58 年卒）

　

令
和
６
年
10
月
19
日
（
土
）
白
堊
同
窓
会
総

会
（
母
校
創
立
１
４
４
周
年
）
が
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
本
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常

な
ら
ば
幹
事
学
年
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
同
窓
会
設
立
百
周
年
記
念
と
い

う
こ
と
で
、
鳥
取
大
学
瀬
戸
邦
弘
准
教
授
に
よ

る
「
応
援
団
と
自
校
文
化
の
形
成
過
程
」
と
い

う
特
別
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
い
内

容
は
別
途
記
載
。
会
場
で
は
、限
定
日
本
酒
セ
ッ

ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
拭
い
、
記
念
ロ
ゴ
入
り
飲

料
セ
ッ
ト
、
記
念
ロ
ゴ
入
り
コ
ー
ス
タ
ー
、
在

校
生
に
よ
る
企
画
漆
塗
り
校
章
な
ど
、
百
周
年

記
念
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い

世
代
も
多
く
参
加
し
昨
年
よ
り
50
名
ほ
ど
多
い

１
７
７
名
の
出
席
者
で
し
た
。
な
お
全
体
司
会

は
、
工
藤
朋
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
は
松
田
と
鈴
木
真
吾
さ
ん
が
務

め
、
同
窓
会
活
動
と
在
校
生
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
文
武
両
道
を
旨
と
す
る
一
高
ら
し
く
、

運
動
、
文
化
部
双
方
と
も
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
コ

ン
ビ
ニ
等
に
よ
る
会
費
納
入
は
、
利
便
性
の
向

上
が
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
が
思
っ
た
ほ
ど
の

人
数
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
今

後
も
周
知
を
広
め
て
い
く
こ
と
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
昨
今
の
印
刷
費
、
輸
送
費
高
騰
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
「
白
堊
通
信
44
号
」

に
広
告
掲
載
を
試
験
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
役
員
改
選
が
あ
り
、
会

長
の
藤
尾
善
一
さ
ん
が
退
任
さ
れ
新
た
に
中
村

一
郎
さ
ん
が
新
会
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
記
念
式
典
で
は
達
増
知
事
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
白
堊
同
窓
会
事
務
局
に
長
年

勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
吉
田
美
保
子
さ
ん

に
感
謝
状
の
贈
呈
も
行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演

を
熱
心
に
聞
き
入
る
姿
に
、
皆
さ
ん
応
援
に
対

す
る
熱
い
気
持
ち
を
今
で
も
持
ち
続
け
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
小
川
惇
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の

ご
発
声
で
は
じ
ま
り
、
世
代
を
超
え
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
最
後
は
吉
田

伸
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
い
つ
も
以
上
に
気
合
の

入
っ
た
校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
終
了
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
学
年
の
15
年
ぶ
り
の
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
後
26
年
た
ち
ま
し
た

が
49
名
も
の
参
加
が
あ
り
恩
師
も
５
名
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の
旧
交
を
温
め
ま
し

た
。
社
会
に
出
て
か
ら
の
友
人
と
ひ
と
味
違
う

一
高
学
友
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
貴
重
な

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
準
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

同
窓
会
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

同
窓
会
及
び
母
校
盛
岡
一
高
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
念
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
10
年
卒 

年
次
代
表　

松
田 

俊
記

総
会
報
告

会　　　長　　中　村　一　郎（昭和 49 年卒）新任
副　会　長　　髙　橋　瑞　彦（昭和 52 年卒）留任
副　会　長　　千　葉　隆　史（昭和 60 年卒）留任
副　会　長　　西　野　文　香（昭和 61 年卒）留任
副　会　長　　高　橋　一　佳（昭和 58 年卒）留任（校長）

監　　　事　　工　藤　重　信（昭和 50 年卒）留任
監　　　事　　高　橋　宏　弥（昭和 53 年卒）留任
監　　　事　　齋　藤　正　義（昭和 54 年卒）留任
常任幹事長　　藤　澤　和　義（昭和 52 年卒）留任
常 任 幹 事　　森　　　義　真（昭和 47 年卒）留任
常 任 幹 事　　中　野　孝之助（昭和 48 年卒）留任
常 任 幹 事　　内　山　篤　美（昭和 49 年卒）留任

常 任 幹 事　　佐久山　　　衛（昭和 61 年卒）留任
常 任 幹 事　　谷地舘　　　勝（平成 元 年卒）留任
常 任 幹 事　　大　森　健　一（平成 ２ 年卒）留任
常 任 幹 事　　城　守　まゆみ（平成 ３ 年卒）留任
常 任 幹 事　　菊　地　宏　明（平成 ５ 年卒）留任
常 任 幹 事　　吉　田　　　伸（平成 12 年卒）留任
常 任 幹 事　　高　橋　　　健（平成 ３ 年卒）新任（副校長）
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令
和
６
年
８
月
12
日
に
恒
例
の
昭
和
49
年
卒
の
同

級
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
同
級
会
は
日
時
も

開
催
場
所
も
固
定
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
期
を
除
き

50
年
間
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
継
続

し
て
集
ま
る
の
か
？
自
問
す
る
と
答
え
は
簡
単
、
楽

し
い
か
ら
で
す
。
お
お
よ
そ
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら
ず
、

徐
々
に
参
加
者
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
先
50
年
は
無
理
で
も
幹
事
が
存
命

す
る
限
り
継
続
し
て
ほ
し
い
と
私
は
願
っ
て
い
ま
す

し
、
参
集
者
の
思
い
も
同
様
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
卒
後
50
周
年
と
い
う
こ
と
で
雨
台
風
が
直

撃
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
直
後
以

来
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
幹
事
の
発
案
で
参
加

者
一
人
一
人
の
近
況
報
告
を
受
け
付
け
順
に
ビ
デ
オ

撮
影
し
、
集
合
Ｃ
Ｄ
と
し
て
残
し
、
併
せ
て
同
級
生

の
現
役
歌
手
高
橋
研
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
自
分
が
一
番
若
い
つ
も
り

ら
し
く
「
ま
る
で
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
て
い
る
よ

う
だ
」
と
楽
し
い
冗
談
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
台
風
は
沿
岸
・
県
北
が
特
に
大
雨
で
、「
実

家
ま
で
は
た
ど
り
着
い
た
が
、
盛
岡
に
は
足
が
な
く

て
行
け
な
い
。
テ
レ
ビ
の
台
風
報
道
で
家
族
に
反
対

さ
れ
た
（
富
山
在
住
者
）」
な
ど
盛
岡
か
ら
遠
く
県

内
各
地
に
故
郷
を
持
つ
自
彊
寮
の
同
僚
達
か
ら
ド
タ

キ
ャ
ン
の
知
ら
せ
が
相
次
ぎ
、
寮
生
同
期
２
次
会
を

企
画
し
た
身
と
し
て
は
恨
め
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
50
周
年
記
念
寄
付
事
業
に
は
幹
事
の
予
想

を
上
回
る
賛
同
者
が
集
ま
り
、
当
日
は
高
橋
校
長
先

生
に
も
ご
来
場
い
た
だ
い
て
、
記
念
品
目
録
を
贈
呈

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ち
な
み
に
可
動
式
バ
ッ

グ
ボ
ー
ド
一
式
と
特
別
教
室
遮
光
カ
ー
テ
ン
と
白
堊

ホ
ー
ル
舞
台
幕
一
式
の
３
点
で
す
。

　

記
念
品
選
定
は
、
盛
岡
一
高
は
学
年
に
よ
っ
て
特

徴
が
異
な
り
ま
す
。
私
は
自
彊
寮
に
在
籍
し
て
い
た

の
で
前
後
合
わ
せ
て
５
年
の
学
年
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
最
後
の
松
尾
鉱
山
中
学
校
出

身
の
先
輩
や
２
ｍ
を
越
す
積
雪
の
湯
田
中
学
校
出
身

の
後
輩
な
ど
、
方
言
や
地
域
性
の
違
い
に
も
驚
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
自
彊
寮
は
令
和
２
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
１
２
４
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

少
子
化
等
で
各
地
の
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
ま

す
が
、「
母
校
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う

寂
し
さ
な
の
か
」
と
い
う
感
情
が
交
錯
す
る
の
は
寮

生
の
中
で
私
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
回
冒
頭
に
故
人
の
報
告
と
黙
と
う
が
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
来
年
の
８
月
12
日
も
、
そ
の
先
の
８

月
12
日
も
体
の
続
く
限
り
私
は
継
続
し
て
49
年
会
の

同
級
会
に
は
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
令
和
６
年
８
月
11
日
（
日
）、
我
々
平
成
６

年
卒
は
、
母
校
卒
業
30
周
年
を
記
念
し
、
同
窓
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
現
役
バ
リ
バ
リ
の
49
歳
、
50
歳

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
仕
事
に
、
家
庭
に
忙
し
い
中
、

同
窓
生
68
名
に
参
加
し
て
頂
き
、
更
に
当
時
ご
担
任

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
先
生
方
５
名
に
も
ご
臨
席

賜
り
、
総
勢
73
名
で
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

遠
く
は
イ
ン
ド
か
ら
駆
け
つ
け
た
同
窓
も
お
ら
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
白
堊
を
垣
間
見
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
宮
崎
県
沖
で
の
地
震
や
台
風
５
号

の
影
響
も
あ
り
、
当
初
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
同
窓

が
急
遽
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
改
め
て
自
然
が

も
た
ら
す
災
害
に
お
い
て
人
間
は
無
力
で
あ
る
と
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

我
々
、
平
成
６
年
卒
は
、
２
０
０
６
年
（
卒
後
12

年
目
）
に
第
１
回
の
同
窓
会
を
開
催
、
２
０
１
８
年

（
卒
後
24
年
目
）、
白
堊
同
窓
会
幹
事
年
度
に
同
日
開

催
で
第
２
回
の
同
窓
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
前
回
発
行
さ
れ
た
白
堊
通
信
№
43
号
に
、

平
成
５
年
卒
が
卒
後
30
年
を
迎
え
た
と
い
う
記
事
を

拝
見
し
、
２
０
２
４
年
の
今
年
は
、
我
々
が
そ
の
歳

に
あ
た
る
こ
と
を
確
認
。
在
盛
の
同
窓
生
有
志
と
相

談
の
上
、
卒
業
30
周
年
の
同
窓
会
を
開
催
し
よ
う
と

い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
当
日
の
様
子
は
、
卒
業
以
来
会
う
同
窓
、

も
し
か
す
る
と
在
校
時
も
話
を
し
た
こ
と
が
な
い
同

窓
も
相
ま
っ
て
、
初
め
は
ぎ
ご
ち
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
お
酒
が
入
れ
ば
み
ん
な
が
饒
舌
と
な

り
、
旧
交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

米
澤
俊
英
先
生
、
早
坂
八
郎
先
生
、
遠
藤
洋
一
先
生
、

千
葉
研
二
先
生
、
吉
田
元
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、

非
常
に
懐
か
し
く
、
当
時
の
授
業
風
景
を
思
い
出
す

よ
う
な
、
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
貴
重
な
お
話
を
享
受

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
は
、
当
時
の
応
援

委
員
３
人
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、
校
歌
斉
唱
を
し
、
改

め
て
母
校
の
校
歌
は
素
晴
ら
し
い
な
と
余
韻
を
感
じ

な
が
ら
、
同
窓
会
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
回
卒
業
30
周
年
の
同
窓
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
今
ど
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、LINE

や

Facebook

の
よ
う
なSNS

を
通
じ
て
の
周
知
、

google

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
の
出
欠
の
集
計
、

PassM
arket

を
利
用
し
た
会
費
の
事
前
徴
収
と
、
使

え
るW

EB

上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
駆
使
し
、

事
務
局
の
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。
白
堊
同
窓
会
本

体
と
し
て
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
次
の

同
窓
会
に
よ
っ
て
は
今
後
取
り
入
れ
て
も
よ
い
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
も
私
達
と
年
が
近
い
現
役

世
代
の
年
度
の
白
堊
で
は
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
い

な
い
と
か
…
こ
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
す
る
と
、
事

務
局
負
担
が
軽
減
で
き
同
窓
会
開
催
を
可
能
に
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
６
年
卒
業
生
一
同
、
現
在
の
自
分
達
が
あ
る

の
は
母
校
で
の
学
び
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
母
校
及
び
白
堊
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
、

そ
し
て
白
堊
の
皆
様
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

来
し
か
た
50
年
こ
の
先
50
年

卒
業
30
周
年
を
迎
え
て

年
次
代
表
者　

佐
々
木 

和
延
（
昭
和
49
年
卒
）

年
次
代
表
者　

山
田 

隆
（
平
成
６
年
卒
）

同 窓 会 だ よ り４代目白堊城に後輩たちへの思いを込めて

白堊同窓生として現校舎「４代目白堊城」
設計に込めた思い、思い出
　現校舎は平成８年設計、同９年着工、同 11 年 12 月に完成。「これまでに
はない校舎をつくりたいと思っていました。校舎のイメージは、瞬間的にパッ
と浮かびました。」「建設時に大切にしていることは、周囲の建物や環境との
調和。その土地の歴史や風土をベースにデザインしています。」と小川氏は話
します。当時、県内初となる５階建ての校舎には、小川氏のこだわりが随所に
見受けられます。
　正門をくぐると、正面には昇降口。見上げると大庇が設けられていることに
気付きます。天に広く開かれた大庇。これは「将来に羽ばたく若き一高生」を
象徴したもので、小川氏が後輩たちに込めた思いそのものです。
　一高と言えば、天文台も特徴の一つ。しかし設計時に大きな問題が起こっ
たと小川氏は話します。「基本設計がまとまり、県に伺いを立てたところ、『（当
時）天文台は県立高校には設けられないことになっている。歴史ある盛岡一
高と言えど、計画から外すように』とのこと。これは大変なことになったと困
惑しました。学校側と協議を重ね、また様々な分野で活躍する盛岡一高出身
の方々の協力を得て、旧校舎（３代目）にも天文台が設置されていたという既
得権を行使することで、新校舎に一段と高い天文台を設けることができました。
私が手掛けた中でも思い入れが強い部分です。」と語ります。
　「それまでの学校には見られないデザインや機能性ある校舎に」という考え
は、白堊ホール、階段教室、第二体育館棟などにも表れています。大きな窓
から上田界隈を見渡せる白堊ホールは、地域の方などをお呼びする講演や、
一高生が発表会をする場などとして、機能的に使えるようにしたこと。第二体

育館棟は、１階は部室などの小部屋、２階には温水プール、３・４階に体育
館という、非常に珍しい構造であること。また、校舎では木の温かみを感じ
られるよう木材のフローリングにしたこと。快適な学校生活を送るためには水
回りも重要であると考え、トイレは清潔に、長く使ってもらえるよう配慮を施し
たこと。この先何代も続いていく後輩たちの姿を想像しながら設計された校
舎です。
　「私が昇降口の大庇に思いを込めたように、広い視野をもって羽ばたき、世
界をはじめ様々な場所で、活躍してほしいですね。ときに挫折したり目指す道
が変わったりすることもあるでしょう。苦しくても一歩踏み出し続ける中で、自
分に合った方向が見つかり、苦難を乗り越えることに繋がると思います。自分
の気持ちに嘘をついてはいけませんよ。」と優しい笑顔でエールを送って下さ
いました。

　一高を愛し、後輩たちへの思いを校舎に託した小川氏。そんな大先輩の思
いに包まれた高校生活。高校３年間は将来を描き、自分を探し、自分を鍛え、
出会った仲間と語り、笑い合えるかけがえのない時間。あの日、校舎のあの
場所で語り合ったこと。校舎のあの場所から見た景色。校舎が育んでくれた
数々の思い出は、卒業から何年過ぎても色褪せることはありません。

（平成 15 年卒　内田 知代）

　真っ白な外壁の５階建ての校舎。昇降口のドアを開け、左を見上げると九谷焼陶板に描かれた「白
堊城三遷（昭和 10 年卒　福田 隆氏）」で代々の校舎の面影を知ることができます。正面のホール
には「鳩もつ少年（昭和６年卒　舟越 保武氏）」。グラウンドが一望できる吹き抜けのこの空間は、
光が差し込み、木のぬくもりを感じる場所です。
　創立 120 周年（平成 12 年）に入学した私たちは、現校舎で３年間を過ごした最初の学年です。
白堊同窓会設立 100 周年という節目の令和６年。白堊記念館や現校舎の設計を担当された小川惇
氏にお話を伺いました。

小
お

川
がわ

 惇
まこと

氏（昭和 26 年卒）
本校卒業後、明治大学理工学部建設学科へ進学。一級建築士とし
て県内外で活躍。陸前高田市「奇跡の一本松」と共に希望の象徴
の遺構として残されている「陸前高田ユースホステル（1969 年開所）」
の設計を手掛けた。また、白堊同窓生の一人として、盛岡一高創立
100 周年の際の白堊記念館や、現校舎の設計にも携わった。現在
は（株）久慈設計の顧問として若手社員を育成し、会社を支える。

４代目白堊城で過ごした　あの日の思い出
インターハイ予選敗退後間もない晴れた日。校舎２階から外を眺める。グラウン
ドと岩手山を見ながら、高校部活の突然の終わりを消化できず、その空虚感に
ついて仲間と何時間も語り合った。40 歳の今なお、その光景を鮮明に憶えてい
る。新校舎ならではのグラウンドと岩手山のそのタッグは、高校時代を素敵に甦
らせてくれる。　　　　　　　　　　　　　　（平成 15 年卒　川原田 圭）

温かく迎えてくれた新校舎の真新しいフローリング。だが、應援團の洗礼で背筋
が凍る。「あんバター」争奪戦のために走った廊下。キラキラした白堊ホールに、
数学の再試で足繫く通うことになるとは。肌寒いバルコニーで弁当を食べながら
部活仲間と眺めた岩手山。今日見た姿と同じように白かった、っけ？

（平成 15 年卒　小笠原 聡）

５階の片隅にある吹奏楽部の部室。防音が整った、絨毯敷きの広くて綺麗な部
室のお陰で、朝練・昼練・放課後練に、勉強そっちのけで没頭できました。天
気のいい日は、屋上や各階のベランダでパート練。グラウンドで運動部が頑張っ
ている姿を見ながら練習することは、我々文化部の励みになりました。

（平成 15 年卒　加賀 典子）
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令
和
６
年
８
月
12
日
に
恒
例
の
昭
和
49
年
卒
の
同

級
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
同
級
会
は
日
時
も

開
催
場
所
も
固
定
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
期
を
除
き

50
年
間
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
継
続

し
て
集
ま
る
の
か
？
自
問
す
る
と
答
え
は
簡
単
、
楽

し
い
か
ら
で
す
。
お
お
よ
そ
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら
ず
、

徐
々
に
参
加
者
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
先
50
年
は
無
理
で
も
幹
事
が
存
命

す
る
限
り
継
続
し
て
ほ
し
い
と
私
は
願
っ
て
い
ま
す

し
、
参
集
者
の
思
い
も
同
様
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
卒
後
50
周
年
と
い
う
こ
と
で
雨
台
風
が
直

撃
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
直
後
以

来
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
幹
事
の
発
案
で
参
加

者
一
人
一
人
の
近
況
報
告
を
受
け
付
け
順
に
ビ
デ
オ

撮
影
し
、
集
合
Ｃ
Ｄ
と
し
て
残
し
、
併
せ
て
同
級
生

の
現
役
歌
手
高
橋
研
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
自
分
が
一
番
若
い
つ
も
り

ら
し
く
「
ま
る
で
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
て
い
る
よ

う
だ
」
と
楽
し
い
冗
談
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
台
風
は
沿
岸
・
県
北
が
特
に
大
雨
で
、「
実

家
ま
で
は
た
ど
り
着
い
た
が
、
盛
岡
に
は
足
が
な
く

て
行
け
な
い
。
テ
レ
ビ
の
台
風
報
道
で
家
族
に
反
対

さ
れ
た
（
富
山
在
住
者
）」
な
ど
盛
岡
か
ら
遠
く
県

内
各
地
に
故
郷
を
持
つ
自
彊
寮
の
同
僚
達
か
ら
ド
タ

キ
ャ
ン
の
知
ら
せ
が
相
次
ぎ
、
寮
生
同
期
２
次
会
を

企
画
し
た
身
と
し
て
は
恨
め
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
50
周
年
記
念
寄
付
事
業
に
は
幹
事
の
予
想

を
上
回
る
賛
同
者
が
集
ま
り
、
当
日
は
高
橋
校
長
先

生
に
も
ご
来
場
い
た
だ
い
て
、
記
念
品
目
録
を
贈
呈

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ち
な
み
に
可
動
式
バ
ッ

グ
ボ
ー
ド
一
式
と
特
別
教
室
遮
光
カ
ー
テ
ン
と
白
堊

ホ
ー
ル
舞
台
幕
一
式
の
３
点
で
す
。

　

記
念
品
選
定
は
、
盛
岡
一
高
は
学
年
に
よ
っ
て
特

徴
が
異
な
り
ま
す
。
私
は
自
彊
寮
に
在
籍
し
て
い
た

の
で
前
後
合
わ
せ
て
５
年
の
学
年
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
最
後
の
松
尾
鉱
山
中
学
校
出

身
の
先
輩
や
２
ｍ
を
越
す
積
雪
の
湯
田
中
学
校
出
身

の
後
輩
な
ど
、
方
言
や
地
域
性
の
違
い
に
も
驚
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
自
彊
寮
は
令
和
２
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
１
２
４
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

少
子
化
等
で
各
地
の
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
ま

す
が
、「
母
校
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う

寂
し
さ
な
の
か
」
と
い
う
感
情
が
交
錯
す
る
の
は
寮

生
の
中
で
私
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
回
冒
頭
に
故
人
の
報
告
と
黙
と
う
が
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
来
年
の
８
月
12
日
も
、
そ
の
先
の
８

月
12
日
も
体
の
続
く
限
り
私
は
継
続
し
て
49
年
会
の

同
級
会
に
は
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
令
和
６
年
８
月
11
日
（
日
）、
我
々
平
成
６

年
卒
は
、
母
校
卒
業
30
周
年
を
記
念
し
、
同
窓
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
現
役
バ
リ
バ
リ
の
49
歳
、
50
歳

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
仕
事
に
、
家
庭
に
忙
し
い
中
、

同
窓
生
68
名
に
参
加
し
て
頂
き
、
更
に
当
時
ご
担
任

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
先
生
方
５
名
に
も
ご
臨
席

賜
り
、
総
勢
73
名
で
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

遠
く
は
イ
ン
ド
か
ら
駆
け
つ
け
た
同
窓
も
お
ら
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
白
堊
を
垣
間
見
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
宮
崎
県
沖
で
の
地
震
や
台
風
５
号

の
影
響
も
あ
り
、
当
初
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
同
窓

が
急
遽
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
改
め
て
自
然
が

も
た
ら
す
災
害
に
お
い
て
人
間
は
無
力
で
あ
る
と
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

我
々
、
平
成
６
年
卒
は
、
２
０
０
６
年
（
卒
後
12

年
目
）
に
第
１
回
の
同
窓
会
を
開
催
、
２
０
１
８
年

（
卒
後
24
年
目
）、
白
堊
同
窓
会
幹
事
年
度
に
同
日
開

催
で
第
２
回
の
同
窓
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
前
回
発
行
さ
れ
た
白
堊
通
信
№
43
号
に
、

平
成
５
年
卒
が
卒
後
30
年
を
迎
え
た
と
い
う
記
事
を

拝
見
し
、
２
０
２
４
年
の
今
年
は
、
我
々
が
そ
の
歳

に
あ
た
る
こ
と
を
確
認
。
在
盛
の
同
窓
生
有
志
と
相

談
の
上
、
卒
業
30
周
年
の
同
窓
会
を
開
催
し
よ
う
と

い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
当
日
の
様
子
は
、
卒
業
以
来
会
う
同
窓
、

も
し
か
す
る
と
在
校
時
も
話
を
し
た
こ
と
が
な
い
同

窓
も
相
ま
っ
て
、
初
め
は
ぎ
ご
ち
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
お
酒
が
入
れ
ば
み
ん
な
が
饒
舌
と
な

り
、
旧
交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

米
澤
俊
英
先
生
、
早
坂
八
郎
先
生
、
遠
藤
洋
一
先
生
、

千
葉
研
二
先
生
、
吉
田
元
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、

非
常
に
懐
か
し
く
、
当
時
の
授
業
風
景
を
思
い
出
す

よ
う
な
、
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
貴
重
な
お
話
を
享
受

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
は
、
当
時
の
応
援

委
員
３
人
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、
校
歌
斉
唱
を
し
、
改

め
て
母
校
の
校
歌
は
素
晴
ら
し
い
な
と
余
韻
を
感
じ

な
が
ら
、
同
窓
会
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
回
卒
業
30
周
年
の
同
窓
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
今
ど
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、LINE

や

Facebook

の
よ
う
なSNS

を
通
じ
て
の
周
知
、

google

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
の
出
欠
の
集
計
、

PassM
arket

を
利
用
し
た
会
費
の
事
前
徴
収
と
、
使

え
るW

EB

上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
駆
使
し
、

事
務
局
の
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。
白
堊
同
窓
会
本

体
と
し
て
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
次
の

同
窓
会
に
よ
っ
て
は
今
後
取
り
入
れ
て
も
よ
い
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
も
私
達
と
年
が
近
い
現
役

世
代
の
年
度
の
白
堊
で
は
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
い

な
い
と
か
…
こ
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
す
る
と
、
事

務
局
負
担
が
軽
減
で
き
同
窓
会
開
催
を
可
能
に
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
６
年
卒
業
生
一
同
、
現
在
の
自
分
達
が
あ
る

の
は
母
校
で
の
学
び
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
母
校
及
び
白
堊
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
、

そ
し
て
白
堊
の
皆
様
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

来
し
か
た
50
年
こ
の
先
50
年

卒
業
30
周
年
を
迎
え
て

年
次
代
表
者　

佐
々
木 

和
延
（
昭
和
49
年
卒
）

年
次
代
表
者　

山
田 

隆
（
平
成
６
年
卒
）

同 窓 会 だ よ り４代目白堊城に後輩たちへの思いを込めて

白堊同窓生として現校舎「４代目白堊城」
設計に込めた思い、思い出
　現校舎は平成８年設計、同９年着工、同 11 年 12 月に完成。「これまでに
はない校舎をつくりたいと思っていました。校舎のイメージは、瞬間的にパッ
と浮かびました。」「建設時に大切にしていることは、周囲の建物や環境との
調和。その土地の歴史や風土をベースにデザインしています。」と小川氏は話
します。当時、県内初となる５階建ての校舎には、小川氏のこだわりが随所に
見受けられます。
　正門をくぐると、正面には昇降口。見上げると大庇が設けられていることに
気付きます。天に広く開かれた大庇。これは「将来に羽ばたく若き一高生」を
象徴したもので、小川氏が後輩たちに込めた思いそのものです。
　一高と言えば、天文台も特徴の一つ。しかし設計時に大きな問題が起こっ
たと小川氏は話します。「基本設計がまとまり、県に伺いを立てたところ、『（当
時）天文台は県立高校には設けられないことになっている。歴史ある盛岡一
高と言えど、計画から外すように』とのこと。これは大変なことになったと困
惑しました。学校側と協議を重ね、また様々な分野で活躍する盛岡一高出身
の方々の協力を得て、旧校舎（３代目）にも天文台が設置されていたという既
得権を行使することで、新校舎に一段と高い天文台を設けることができました。
私が手掛けた中でも思い入れが強い部分です。」と語ります。
　「それまでの学校には見られないデザインや機能性ある校舎に」という考え
は、白堊ホール、階段教室、第二体育館棟などにも表れています。大きな窓
から上田界隈を見渡せる白堊ホールは、地域の方などをお呼びする講演や、
一高生が発表会をする場などとして、機能的に使えるようにしたこと。第二体

育館棟は、１階は部室などの小部屋、２階には温水プール、３・４階に体育
館という、非常に珍しい構造であること。また、校舎では木の温かみを感じ
られるよう木材のフローリングにしたこと。快適な学校生活を送るためには水
回りも重要であると考え、トイレは清潔に、長く使ってもらえるよう配慮を施し
たこと。この先何代も続いていく後輩たちの姿を想像しながら設計された校
舎です。
　「私が昇降口の大庇に思いを込めたように、広い視野をもって羽ばたき、世
界をはじめ様々な場所で、活躍してほしいですね。ときに挫折したり目指す道
が変わったりすることもあるでしょう。苦しくても一歩踏み出し続ける中で、自
分に合った方向が見つかり、苦難を乗り越えることに繋がると思います。自分
の気持ちに嘘をついてはいけませんよ。」と優しい笑顔でエールを送って下さ
いました。

　一高を愛し、後輩たちへの思いを校舎に託した小川氏。そんな大先輩の思
いに包まれた高校生活。高校３年間は将来を描き、自分を探し、自分を鍛え、
出会った仲間と語り、笑い合えるかけがえのない時間。あの日、校舎のあの
場所で語り合ったこと。校舎のあの場所から見た景色。校舎が育んでくれた
数々の思い出は、卒業から何年過ぎても色褪せることはありません。

（平成 15 年卒　内田 知代）

　真っ白な外壁の５階建ての校舎。昇降口のドアを開け、左を見上げると九谷焼陶板に描かれた「白
堊城三遷（昭和 10 年卒　福田 隆氏）」で代々の校舎の面影を知ることができます。正面のホール
には「鳩もつ少年（昭和６年卒　舟越 保武氏）」。グラウンドが一望できる吹き抜けのこの空間は、
光が差し込み、木のぬくもりを感じる場所です。
　創立 120 周年（平成 12 年）に入学した私たちは、現校舎で３年間を過ごした最初の学年です。
白堊同窓会設立 100 周年という節目の令和６年。白堊記念館や現校舎の設計を担当された小川惇
氏にお話を伺いました。

小
お

川
がわ

 惇
まこと

氏（昭和 26 年卒）
本校卒業後、明治大学理工学部建設学科へ進学。一級建築士とし
て県内外で活躍。陸前高田市「奇跡の一本松」と共に希望の象徴
の遺構として残されている「陸前高田ユースホステル（1969 年開所）」
の設計を手掛けた。また、白堊同窓生の一人として、盛岡一高創立
100 周年の際の白堊記念館や、現校舎の設計にも携わった。現在
は（株）久慈設計の顧問として若手社員を育成し、会社を支える。

４代目白堊城で過ごした　あの日の思い出
インターハイ予選敗退後間もない晴れた日。校舎２階から外を眺める。グラウン
ドと岩手山を見ながら、高校部活の突然の終わりを消化できず、その空虚感に
ついて仲間と何時間も語り合った。40 歳の今なお、その光景を鮮明に憶えてい
る。新校舎ならではのグラウンドと岩手山のそのタッグは、高校時代を素敵に甦
らせてくれる。　　　　　　　　　　　　　　（平成 15 年卒　川原田 圭）

温かく迎えてくれた新校舎の真新しいフローリング。だが、應援團の洗礼で背筋
が凍る。「あんバター」争奪戦のために走った廊下。キラキラした白堊ホールに、
数学の再試で足繫く通うことになるとは。肌寒いバルコニーで弁当を食べながら
部活仲間と眺めた岩手山。今日見た姿と同じように白かった、っけ？

（平成 15 年卒　小笠原 聡）

５階の片隅にある吹奏楽部の部室。防音が整った、絨毯敷きの広くて綺麗な部
室のお陰で、朝練・昼練・放課後練に、勉強そっちのけで没頭できました。天
気のいい日は、屋上や各階のベランダでパート練。グラウンドで運動部が頑張っ
ている姿を見ながら練習することは、我々文化部の励みになりました。

（平成 15 年卒　加賀 典子）
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り
ま
す
。
今
回
は
、
特
に
一
高
の
校
歌
・

応
援
歌
練
習(

以
下
、
歌
練
習
と
表
現
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す)

と
大
運
動
会
に
注

目
し
て
、
少
し
応
援
団
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

◆
校
歌
・
応
援
歌
練
習
と
一
高
生

　

校
歌
・
応
援
歌
練
習
を
学
問
・
学
術
的

な
目
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
の
範
囲
、
枠

組
み
に
お
い
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
は
、
校
歌
・
応
援
歌
練
習

と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル

ギ
ー
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
を
簡
単
に
説
明

し
ま
す
と
、
社
会
と
い
う
も
の
を
舞
台
空

間
に
見
立
て
て
、
そ
の
中
で
求
め
ら
れ
る

役
回
り
を
人
々
が
熟
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
常
に
新
し
い
バ
イ
ン
ド
が
生
ま
れ
た

り
、
そ
れ
が
強
化
さ
れ
た
り
そ
う
い
っ
た

仕
掛
け
、
劇
空
間
的
世
界
の
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
視
点
で
見
る
と
、
校

歌
・
応
援
歌
練
習
と
い
う
の
は
分
か
り
や

す
く
、
学
校
空
間
に
と
っ
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
制
に
系
譜
を
持
つ
全
国
の
高

校
で
は
、
新
年
度
が
始
ま
る
と
、
放
課
後

に
校
庭
や
体
育
館
、
ま
た
は
屋
上
に
新
入

生
を
集
め
て
、
各
校
に
伝
わ
る
歌
や
応
援
、

高
校
生
活
の
心
構
え
な
ど
を
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
行
事
に
職

員
室
が
直
接
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

空
間
を
取
り
仕
切
る
の
は
応
援
団
と
い
う

ふ
う
に
申
し
上
げ
て
い
い
か
と
思
い
ま

す
。「
質
の
濃
い
」
練
習
を
経
て
、
新
入

生
は
本
校
の
歌
や
応
援
の
型
を
短
期
間
で

習
得
し
て
い
き
ま
す
。
今
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
に
、
日
本
各
地
で
同
じ
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
で
歌
練
習
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、

研
究
者
的
に
は
明
治
時
代
に
系
譜
を
持
つ

応
援
団
文
化
の
典
型
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
入
生
か
ら
す
る
と
、
入
学
後
、

突
然
、
応
援
（
団
）
の
先
輩
た
ち
が
教
室

に
入
っ
て
来
て
、
急
か
さ
れ
教
室
の
外
に

連
れ
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
物
理
的
に

連
れ
出
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、高
校
生
（
一

高
生
）
と
い
う
枠
組
み
に
連
れ
出
さ
れ
る

瞬
間
、
実
は
彼
ら
の
新
し
い
世
界(

高
校

生
活)

の
「
本
当
の
」
ス
タ
ー
ト
な
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
下
指
摘
す
る
こ
と
は
、
ど
こ
の
高
校

で
も
ほ
ぼ
一
緒
な
の
で
す
が
、
歌
練
習
の

時
に
先
輩
た
ち
は
一
切
笑
顔
は
見
せ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
歌
練
習
の
全
て
の
期
間
が

終
わ
っ
た
時
に
団
長
が
「
君
た
ち
は
頑

張
っ
た
。
よ
く
や
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
く
れ
ま
す
。
一
高
の
場
合
、
団
長

の
声
の
後
に
、
体
育
館
の
暗
幕
が
ぱ
っ
と

開
い
て
、
４
月
の
眩
い
光
が
満
ち
溢
れ
る
、

そ
ん
な
枠
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ

し
て
、
そ
の
瞬
間
に
初
め
て
一
高
生
に

な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
新
入
生
の
皆
さ
ん

が
お
感
じ
に
な
る
と
、
よ
く
聞
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
入
学
す
る
と
い
う
こ
と
と

一
高
生
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
異
な
る
層

が
存
在
し
て
い
る
、
重
層
的
に
な
っ
て
い

る
の
か
な
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。
団
長
だ
け
で
は
な
く
、「
質
の
濃
い
」

練
習
の
最
後
に
、
指
導
に
当
た
っ
た
個
々

の
先
輩
も
笑
顔
で
「
お
ま
え
ら
、
よ
く

や
っ
た
よ
」、「
君
た
ち
は
頑
張
っ
て
た
ね
」

と
い
う
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
心
の
籠
っ

た
優
し
い
労
い
の
言
葉
が
溢
れ
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
新
入
生
は
「
何
だ
、

あ
ん
な
に
厳
し
く
し
て
い
た
の
は
、
我
々

を
思
っ
て
の
こ
と
か
」
と
初
め
て
気
が
付

く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
優
し
さ
と
い
う

の
は
、
現
状
や
こ
れ
ま
で
の
途
次
を
認
め

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
今
後
の

可
能
性
を
慮
る
場
合
に
、時
に
厳
し
く
「
世

界
の
広
さ
」
を
教
え
て
あ
げ
る
、
そ
ん
な

在
り
方
も
存
在
す
る
の
だ
と
、
新
入
生
は

知
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

初
め
て
出
会
っ
た
後
輩
が
憎
く
も
な
い
し

怒
る
対
象
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
同
じ
学

校
の
「
後
輩
だ
か
ら
」
た
だ
そ
れ
だ
け
で

す
が
彼
ら
に
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
幸
せ

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
先
輩

た
ち
に
溢
れ
る
ほ
ど
充
満
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
知
る
の
で
す
。
新
入
生
は
、
先

輩
か
ら
受
け
継
が
れ
る
「
一
高
魂
」
と
い

う
も
の
を
共
有
で
き
る
「
器
」
に
な
る
た

め
の
修
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
歌
練
習
を
終
え
た
時
に
「
一
高
生
に

な
る
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
実
は
一
高
生

と
し
て
の
１
４
０
年
に
も
及
ぶ
こ
の
学
校

の
名
誉
や
重
み
と
い
っ
た
も
の
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
「
器
」
の
入
り
口
に

た
ど
り
着
い
た
瞬
間
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。「
彼
ら
は
も
う
伝
統
校

の
歴
史
の
一
部
と
し
て
歩
み
出
せ
ま
す

よ
」
と
、
歌
練
習
は
そ
の
た
め
の
ド
ラ
マ

ト
ゥ
ル
ギ
ー
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
高
に
は
「
一
高

魂
」
や
「
一
高
精
神
」
と
い
っ
た
言
葉
が

幾
つ
か
あ
り
、
人
生
の
節
目
や
重
要
な
場

面
で
そ
う
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
単
語
の
単
純
な

文
字
面
の
意
味
以
上
に
重
み
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
１
４
０
年
以
上
前
に
入
学
さ

れ
た
先
輩
か
ら
今
年
入
学
し
た
生
徒
ま
で

全
て
の
「
一
高
生
」
が
こ
の
学
校
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
る
「
魂
」
の
継
承
者
で
あ

り
、
そ
れ
を
共
有
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
、

こ
の
誉
れ
と
い
う
か
重
責
と
い
う
も
の
を

受
け
止
め
る
た
め
の
準
備
が
こ
の
歌
練
習

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
い
思
い
出
と
い
う
の
は
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
大
変
な
こ
と
と
い
う

の
は
結
構
覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。
皆
で

一
緒
に
頑
張
っ
た
出
来
事
は
後
で
セ
ピ
ア

色
に
な
り
「
あ
の
時
、
大
変
だ
っ
た
よ

な
ぁ
」
と
い
う
ふ
う
に
自
分
に
優
し
く
、

そ
し
て
支
え
て
く
れ
る
思
い
出
と
な
り
ま

す
。
み
ん
な
で
一
つ
に
な
っ
て
頑
張
り
、

一
高
の
仲
間
に
な
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、

一
高
と
い
う
空
間
が
居
場
所
に
な
っ
て
い

く
、
歌
練
習
は
そ
ん
な
通
過
儀
礼
な
い
か

な
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

◆
大
運
動
会
・
猛
者
踊
り
と
一
高
生

　

普
通
、
旧
制
の
学
校
の
場
合
、
こ
こ
で

通
過
儀
礼
は
終
わ
り
な
の
で
す
が
、
一
高

の
場
合
に
は
第
２
章
が
あ
り
ま
す
。
一
高

生
は
こ
の
あ
と
「
猛
者
」
に
な
る
の
で
す
。

歌
練
習
が
終
わ
っ
て
、
一
高
の
場
合
に
は

５
月
13
日
の
大
運
動
会
に
向
け
て
新
た
に

始
動
、
新
入
生
が
猛
者(

一
高
生)

に
な

る
の
で
す
。

　

さ
て
、
大
運
動
会
は
、
ご
存
知
の
よ
う

に
不
思
議
な
選
手
宣
誓
か
ら
始
ま
り
、
一

高
式
と
名
の
付
く
独
特
な
競
技
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
す
が
、
そ
の
中
心
に
は
い
つ
も

応
援
団
が
存
在
し
、
一
高
文
化
に
と
り
重

要
な
役
割
を
果
た
す
猛
者
が
登
場
し
て
き

ま
す
。（
現
在
は
）
赤
い
色
と
青
い
色
に

身
体
を
彩
色
し
た
新
入
生
が
猛
者
踊
り
を

披
露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
彩
色
だ

け
で
は
な
く
、
彼
ら
は
「
猛
者
刈
り
」
と

い
う
ち
ょ
っ
と
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
髪

型
で
登
場
し
ま
す
。
ど
う
も
一
説
に
は
、

５
月
１
日
を
「
猛
者
解
禁
」
と
呼
ぶ
よ
う

で
そ
れ
か
ら
運
動
会
ま
で
の
約
２
週
間
、

彼
ら
は
猛
者
へ
の
移
行
期
に
入
る
と
考
え

て
も
よ
さ
そ
う
で
す
。
猛
者
に
扮
す
る
際

に
は
腰
蓑
を
纏
い
、
猛
者
棒
を
携
え
、
猛

者
に
な
っ
て
い
る
時
は
「
ヒ
ィ
ー
」
と
返

事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
そ

◆
は
じ
め
に
・
盛
岡
一
高
と
の
出
会
い

　

皆
さ
ま
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥

取
大
学
の
瀬
戸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
東

京
の
出
身
で
早
稲
田
大
学
に
進
学
し
、
同

大
学
院
の
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
経
て

博
士
号
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。
専
門
は

ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
と
な
り
ま
す
。
さ
て
、

ま
ず
最
初
に
、
ち
ょ
っ
と
個
人
的
な
話
に

な
り
ま
す
が
、
大
学
に
入
る
時
に
世
界
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化(

世
界
の
広
さ)

を

知
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
漠
然
と
し
た
希

望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
も

あ
っ
て
、
早
大
在
学
中
に
約
30
カ
国
を
巡

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
当
時
早
稲
田
大
学
で
は
エ
ジ
プ
ト
考

古
学
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
自
身
の
興
味
と
も
相
ま
っ
て
私
は
早

大
エ
ジ
プ
ト
学
研
究
所
に
所
属
し
、
考
古

学
や
保
存
修
復
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
研
究
所
で
私
が
担
当
し
て
い
た

の
は
ル
ク
ソ
ー
ル
と
い
う
地
域
の
王
家
の

谷
と
い
わ
れ
る
新
王
国
時
代
の
王
家
の
墓

所
で
し
た
。
当
時
は
１
年
に
数
か
月
、
彼

の
地
へ
出
か
け
毎
日
遺
跡
に
行
っ
て
調
査

研
究
す
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
さ
て
、
研
究
所
に
は

全
国
か
ら
優
秀
な
先
輩
方
が
集
ま
っ
て
お

ら
れ
て
、
そ
の
中
に
菊
地
敬
夫
さ
ん
（
昭

和
56
年
卒
）
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
菊
地

さ
ん
は
い
つ
も
腰
に
日
本
手
拭
い
を
着
け

て
お
ら
れ
ま
し
て
、
気
に
な
っ
て
ち
ょ
っ

と
お
伺
い
し
て
み
る
と
岩
手
の
、
盛
岡
第

一
高
等
学
校
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
知
る

こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
、
こ
の
出
会
い
が

私
と
一
高
と
の
出
会
い
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。

　

さ
て
、
エ
ジ
プ
ト
も
含
め
て
世
界
を
旅

し
幸
せ
な
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
ひ
と
つ
だ
け
わ
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、（
世
界
中
を

す
べ
て
見
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
）、

世
界
中
を
隈
な
く
旅
し
た
と
し
て
も
「
世

界
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
、
実

に
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、
こ

れ
は
自
分
に
と
り
た
い
へ
ん
大
き
な
気
づ

き
で
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
と
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
日
本
と
い
う
国
が
魅
力
的
で
不

思
議
な
場
所
だ
な
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
、
そ
ん
な
時
に
目
の
前
に
現
れ
た
の

が
、「
応
援
団
」
と
い
う
存
在
で
し
た
。「
そ

う
言
え
ば
菊
地
さ
ん
の
高
校
っ
て
応
援
団

の
有
名
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
な
」
な
ど
と
ふ

と
思
い
だ
し
ま
し
て
、
菊
地
さ
ん
経
由
で

盛
岡
一
高
と
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
私
の
応

援
団
研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
尚
、
菊
地
さ
ん
は
早
大
第
一
文
学

部
を
卒
業
さ
れ
た
後
に
カ
イ
ロ
大
学
に
留

れ
を
「
猛
者
語
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
彼

ら
は
決
し
て
ふ
ざ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
完
全
に
猛
者
に
な
る
こ
と
だ
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
猛
者
と
い
う

世
界
に
自
分
た
ち
を
移
入
す
る
、
こ
れ
も

実
は
一
高
生
に
な
る
た
め
の
重
要
な
通
過

儀
礼
と
考
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
こ
の
時

期
に
猛
者
に
移
行
し
始
め
て
、
５
月
13
日
、

一
高
の
創
立
記
念
日
に
猛
者
に
な
る
の
で

す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
猛
者
踊

り
は
「
土
人
踊
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
21
年
５
月
30
日
、
敗
戦
後
の
活

力
の
な
い
盛
岡
に
活
気
を
齎
し
た
い
、
何

か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
運
動
会
で
し
た
い

と
い
う
思
い
を
持
つ
生
徒
た
ち
が
偶
然
耳

に
し
た
南
方
か
ら
帰
還
者
の
歌
声
、
南
方

の
国
の
自
由
で
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
に
肖
っ

て
み
ん
な
で
元
気
に
な
る
よ
う
な
踊
り
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
「
土
人
踊
り
」
が
生

ま
れ
た
そ
う
で
す
。
彼
ら
は
、
何
か
ふ
ざ

け
た
思
い
で
こ
の
踊
り
を
考
案
し
た
の
で

は
な
く
、「
真
剣
に
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
こ
の
愛
す
る
盛
岡
と
い
う
土
地
に
、
そ

こ
に
住
む
皆
さ
ん
に
届
け
た
い
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
大
運
動
会
に

お
け
る
猛
者
踊
り
で
は
、
踊
り
の
前
に
寸

劇
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
、
ふ
た
つ
の
集

団
の
間
に
何
某
か
の
問
題
が
生
ま
れ
、
ふ

た
つ
の
集
団
の
領
袖
間
に
諍
い
が
生
ま
れ

ま
す
、
そ
れ
は
集
団
同
士
の
抗
争
に
発
展

し
、
結
果
、
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。
そ
の
後
、
神
様
が
現
れ
て
猛
者
た
ち

を
復
活
さ
せ
て
、
平
和
と
生
命
に
感
謝
し

て
ふ
た
つ
の
集
団
は
と
も
に
猛
者
踊
り
を

す
る
、
大
体
こ
う
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
て
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
の
は
、

往
時
、
神
様
が
応
援
団
長
で
あ
り
、
そ
の

傘
持
ち
が
（
新
任
の
）
先
生
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
文
化
人
類
学
で

言
う
と
「
役
割
転
倒
」
と
い
う
も
の
に
あ

た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
秩

序
か
ら
一
転
、
一
時
的
な
秩
序
が
生
ま
れ
、

応
援
団
長
を
中
心
と
し
た
象
徴
的
な
空
間

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
世

界
の
中
心
に
は
応
援
団
が
居
て
、
先
生
は

従
の
位
置
に
移
行
し
ま
す
。
そ
し
て
応
援

団
長
が
神
と
し
て
、
す
べ
て
の
死
す
る
新

入
生
に
新
た
な
生
命
を
与
え
、
彼
ら
は
一

高
生
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
は
自
治
の
世
界
に
お
け

る
秩
序
の
誕
生
を
比
喩
的
に
表
す
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
こ

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
よ
く
で
き
て
い
る
の
は

彼
ら
の
誕
生
日
が
、
み
な
一
高
の
創
立
記

念
日
と
同
じ
く
５
月
13
日
に
な
る
と
い
う

学
さ
れ
、
そ
の
後
留
学
先
の
カ
イ
ロ
で
ド

イ
ツ
語
の
勉
強
を
さ
れ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
で
欧
州
の
エ
ジ
プ
ト
学
を
学
ん
だ

優
秀
な
方
で
す
。
菊
地
さ
ん
は
そ
の
後
、

エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
あ
る

エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学
で
教
鞭
を

と
ら
れ
る
な
ど
、
私
に
と
っ
て
は
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
追
い
付
け
な
い
先
輩
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
盛
岡
一
高

の
応
援
団
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
成
果
が
『
応

援
の
人
類
学
』
と
い
う
書
籍
の
中
で
ま
と

め
ら
れ
た
次
第
で
す
。
日
本
に
は
国
立
民

族
学
博
物
館
と
い
う
文
化
人
類
学
の
殿
堂

が
あ
る
の
で
す
が
、
当
館
で
応
援
と
い
う

現
象
を
文
化
人
類
学
的
に
研
究
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
興
り
、
３
年
間
か
け
て
文
化

人
類
学
や
社
会
学
の
第
一
線
の
研
究
者
と

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
と

し
て
ま
と
め
た
の
が
こ
の
本
に
収
め
た
論

考
に
な
り
ま
す
。

　
◆
応
援
団
を
研
究
す
る
・
そ
の
研
究
視
点

　

ま
ず
、
応
援
団
と
い
う
対
象
が
果
た
し

て
研
究
す
る
上
で
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る

の
か
を
お
話
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

と
お
り
、
バ
ン
カ
ラ
と
い
う
言
葉
で
応
援

団
文
化
は
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
肯

定
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
時
に
そ
れ
は
「
時
代
錯
誤
」
な
ど

と
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
見
ら
れ
る
も
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
応
援

団
が
伝
統
的
な
行
動
様
式
や
人
間
関
係
を

大
切
に
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
独
自
の
世
界

観
を
護
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
応
援
団

と
い
う
空
間
は
現
代
と
少
し
距
離
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
私

は
そ
こ
が
研
究
視
座
と
し
て
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は
我
々
が

失
い
つ
つ
あ
る
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て

い
る
、
と
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
た
ら
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
学
校
と
い
う
空
間

で
紡
が
れ
た
、
紡
ご
う
と
し
て
い
た
黎
明

期
の
文
化
、
集
合
的
記
憶
が
ま
だ
遺
り
、

沈
殿
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か

ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
応
援
団
の
研
究

を
し
て
い
た
ら
「
昔
の
日
本
人
」
に
会
え

る
の
で
は
な
い
か
な
ん
て
、
漠
た
る
、
不

思
議
な
気
持
ち
も
あ
っ
て
研
究
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治
と
い
う
時
代
を

考
え
る
と
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
比
較
的
閉

鎖
的
で
あ
っ
た
近
世
が
終
わ
り
明
治
維
新

を
境
に
し
て
外
国
文
化
が
怒
涛
の
如
く
流

入
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校

と
い
う
仕
組
み
も
こ
の
時
に
輸
入
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
を
意
図
的
に
考
え
た
人

が
居
ら
れ
て
、
一
高
の
歴
史
と
い
う
コ
ン

テ
ク
ス
ト
の
中
に
こ
っ
そ
り
忍
ば
せ
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
方
は
天
才
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
再
生
し
一
高
生
と
し
て

新
た
な
生
を
得
た
新
入
生
た
ち
は
、
初
め

て
一
高
生
と
し
て
猛
者
踊
り
を
踊
り
歌
う

の
で
す
。
彼
ら
は
「
真
の
」
一
高
生
に
な

る
の
で
す
。
体
育
館
に
続
き
、
２
回
目
の

陽
の
光
が
彼
ら
を
包
み
込
む
の
で
す
。
大

運
動
会
と
い
う
の
は
、
た
だ
、
紅
と
白
ど

ち
ら
が
勝
つ
か
だ
け
で
は
な
く
、
見
え
な

い
機
能
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
一
高
生
と
し

て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
み
、
強
化
す

る
場
所
と
理
解
で
き
る
の
で
す
。
た
と
え

ば
大
運
動
会
と
い
う
の
は
、
架
空
の“

一

高
王
国
”
の
よ
う
な
も
の
の
国
民
に
な
る

た
め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
い
う
か
、
ド
ラ

マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
空
間
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
大
運
動
会
で
再
生
産
、
再
創
造
さ

れ
る
価
値
は
、
実
は
日
常
に
と
っ
て
も
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
応
援
団

が
い
る
と
い
う
こ
と
が
肝
な
の
で
す
。
応

援
団
と
い
う
文
化
が
、
時
に
時
代
錯
誤
な

ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
私
は
、
先
輩
た
ち
が
大
切
に
し
て
い

た
「
昔
な
が
ら
」
の
考
え
方
・
価
値
と
い

う
の
を
し
っ
か
り
継
承
で
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
考
え
方
・
や
り
方
を
安
易
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
校
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
も
の
が
受
け
継

が
れ
、
護
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
文
化
の
継
承
と
い
う
の
は
一

般
的
に
そ
う
い
っ
た
側
面
を
持
つ
も
の
で

す
し
、
そ
の
営
み
の
中
で
自
分
た
ち
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
た
る
「
伝
統
」
と
い
う

も
の
は
醸
成
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
で

す
。

◆
誰
か
の
誇
り
に
な
る
た
め
に

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
肝
に
、私
は
「
理

外
の
理
」
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
の
が

一
番
し
っ
く
り
く
る
の
か
な
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
ど
も
は
、
兎
角
、
合
理
性
と
か

理
不
尽
だ
と
か
、
日
常
的
に
、
よ
く
「
理
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大

体
外
国
か
ら
輸
入
し
た
「
理
」
の
よ
う
で

す
。
た
だ
、
一
方
で
、
外
国
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
「
理
」
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
旧

制
学
校
で
真
剣
に
外
国
と
我
が
国
の
間
で

求
め
ら
れ
受
け
継
が
れ
て
い
く
べ
き
姿

の
、
そ
の
中
心
に
あ
る
「
理
」、
近
代
日

本
が
生
み
出
し
た
日
本
の
「
理
」
と
い
う

も
の
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
応
援
団

を
含
め
た
伝
統
校
の
中
に
は
ま
だ
息
づ
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
営
み
の

中
、
日
本
文
化
と
外
国
文
化
が
ぶ
つ
か
り

合
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
思
い
の
外
う
ま
く

融
合
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
う
ま
く

い
っ
た
場
合
、
西
欧
を
是
と
し
た
ハ
イ
カ

ラ
と
い
う
文
化
が
育
ま
れ
、
そ
の
反
対
で

は
バ
ン
カ
ラ
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
見
つ
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

ハ
イ
カ
ラ
、
バ
ン
カ
ラ
の
い
ず
れ
に
し
て

も
現
代
の
言
葉
で
言
え
ば
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
文
化
」
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
な
い

最
新
の
文
化
の
中
で
応
援
団
は
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
バ
ン
カ
ラ
文
化
に
つ
い
て
も
う

少
し
触
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
例
え
ば
「
高
下
駄
履
い
て
腰
に
日

本
手
ぬ
ぐ
い
」
だ
っ
た
り
、
そ
の
姿
・
形

に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ

て
重
要
な
の
は
、「
表
面
の
姿
に
惑
わ
さ

れ
な
い
」
と
い
う
点
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
き
方
、
生
き
様
、
物
事
の

真
理
追
求
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
敢
え

て
そ
う
い
っ
た
格
好
を
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ン
カ
ラ
を

一
言
で
言
い
表
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
精
神

文
化
で
あ
り
、
そ
の
表
象
と
し
て
応
援
団

が
如
何
に
機
能
し
て
い
た
の
か
、
そ
こ
が

応
援
団
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
な
の
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
盛
岡
一
高
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
本
校
は
、
も
ち
ろ
ん

校
長
先
生
を
中
心
に
教
員
の
組
織
が
あ
り

生
徒
さ
ん
が
お
ら
れ
る
空
間
で
す
が
、
同

時
に
生
徒
た
ち
も
、
気
概
を
も
っ
て
自
分

の
学
校
、
自
分
の
時
代
を
創
り
、
護
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
確
な
意
思
を
持

ち
、
い
わ
ゆ
る
「
自
治
」
と
い
わ
れ
る
意

識
も
高
く
、
色
濃
く
遺
る
場
所
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
は
い
つ
の
世
も
「
先
生

た
ち
の
理
解
と
協
力
」
が
あ
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
核
に

は
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
バ
ン
カ
ラ

気
質
と
そ
の
文
化
が
あ
り
、
盛
岡
一
高
を

「
一
高
足
ら
し
め
て
い
る
」
と
思
っ
て
お

す
。
欧
米
の「
理
」の
外
に
あ
る
け
ど
、我
々

に
は
重
要
な
「
理
」
も
あ
る
の
か
も
、
そ

れ
が
わ
か
れ
ば
坂
の
上
の
雲
を
追
い
か
け

て
い
た
明
治
の
日
本
人
の
想
い
に
少
し
だ

け
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
、
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
代

を
超
え
て
同
じ
よ
う
な
風
景
の
中
に
身
を

置
く
こ
と
、
こ
れ
は
本
当
に
う
ら
や
ま
し

い
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
校
だ
け
に
許
さ
れ

る
「
特
権
」
な
の
で
す
。

　

最
後
に
ち
ょ
っ
と
余
談
で
す
が
、
皆
さ

ん
「
ス
ネ
カ
」
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す
。

三
陸
町
吉
浜
で
行
わ
れ
る
正
月
の
来
訪
神

習
俗
で
す
。
異
形
の
来
訪
神
が
家
を
訪
れ

て
、
子
供
た
ち
に
お
ま
え
ら
、
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
る
か
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
幸
せ
に
な

れ
な
い
ぞ
、
と
い
う
決
し
て

　

耳
障
り
の
良
く
な
い
が
大
切
な
こ
と
を

伝
え
に
来
ま
す
が
、
同
様
の
風
習
は
東
北

地
方
に
散
見
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ス
ネ

カ
は
子
ど
も
た
ち
が
憎
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
か
わ
い
い
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り

伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
時

は
躊
躇
せ
ず
伝
え
る
と
い
う
気
概
み
た
い

な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は

こ
の
姿
が
、
歌
練
習
に
始
ま
る
応
援
団
の

姿
勢
に
重
な
っ
て
見
え
る
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
岩
手
や
東
北
の
地
方
で
バ
ン
カ
ラ

応
援
団
が
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
る
の

か
な
、
と
い
う
気
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
「
優
し
さ
と
い
う
の
は
何
か
」
っ
て
難

し
い
で
す
よ
ね
、
自
分
よ
り
も
相
手
の
こ

と
。
そ
れ
を「
利
他
」と
言
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
考
え
は
仏
教
に
出
て
き
ま
す
が
、
相

手
の
た
め
に
何
か
を
す
る
、
そ
う
い
っ
た

価
値
み
た
い
な
も
の
も
含
め
て
応
援
団
に

は
近
代
だ
け
で
は
な
く
近
世
以
前
の
我
が

国
の
記
憶
が
遺
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
校
歌
・

設立百周年記念講演

瀬
せ

戸
と

 邦
くに

弘
ひろ

氏

鳥取大学教育支援・
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　1972 年、東 京都保谷市（現：
西東京市）生まれ
早稲田大学人間科学部スポーツ科
学科卒業、同大学院人間科学研究
科修士課程、博士後期課程を経て、
早大より博士（人間科学）を授与
される
専門はスポーツ人類学
主要著書：「大学応援団という空
間とその身体」『近代日本の身体
表象 演じる・競う身体』（森話社 
2013）、「伝統校という歴史空間
を構築する応援団 - 岩手県立盛岡
第一高等学校の事例から」『応援
の人類学』（青弓社 2020）など

応
援
歌
練
習
と
い
う
の
は
、
実
は
１
年
生

だ
け
の
試
練
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
ご
存
じ
の
と
お
り
新
２
年
生
、
新
３
年

生
は
、
学
年
が
上
が
る
と
き
に
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
練
習
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
言
え
ば
、
新
し
い
仲
間
に
自
分
た
ち
が

何
か
を
伝
え
る
の
で
あ
れ
ば
「
自
分
た
ち

が
で
き
な
け
れ
ば
駄
目
だ
ろ
。
恥
ず
か

し
い
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
い
う
想
い
が
あ

る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
自
分
達
の
見
栄
と

か
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
１
年
間

の
自
分
へ
の
答
え
合
わ
せ
、
矜
持
と
な
り

ま
す
。
全
国
の
応
援
団
の
方
が
よ
く
言
う

の
は
、「
応
援
す
る
の
だ
っ
た
ら
、
彼
ら

よ
り
頑
張
れ
て
い
な
け
れ
ば
応
援
で
き
な

い
」、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
た
ち
に
お

目
に
か
か
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
は

在
学
中
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
な
と
も
本
日
思
い
・
感
じ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
一
高
の
卒
業
生
と
し
て

も
ち
ろ
ん
誉
れ
が
あ
る
の
と
同
時
に
、
そ

の
責
任
を
常
に
感
じ
い
つ
も
先
輩
と
か
後

輩
な
ど
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、「
私
も
頑

張
ら
な
き
ゃ
な
。
恥
ず
か
し
く
な
い
自
分

で
い
た
い
な
」
と
常
に
自
分
を
律
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
誰

か
の
誇
り
に
な
れ
る
よ
う
に
」
い
つ
も
努

力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
母
校
愛
な
の
か
と
思

い
、
そ
の
愛
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
学

校
が
い
つ
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
に
と
っ
て

も
現
役
の
子
た
ち
に
と
っ
て
も
素
敵
な
場

所
で
あ
り
続
け
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ

が
最
終
的
に
私
が
今
日
の
講
演
を
機
に
た

ど
り
着
い
た
地
点
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
、
菊
地
敬
夫
さ
ん
の
ご

紹
介
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
ど
こ
の
馬
の

骨
」
か
分
か
ら
な
い
私
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
一
高
の
懐
の
深
さ
、
信
頼
し
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
、
改
め
て
そ
の
あ
り

が
た
さ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回

白
堊
同
窓
会
の
百
周
年
と
い
う
大
き
な
そ

し
て
大
切
な
節
目
の
年
に
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
岩
手
県
立
盛

岡
第
一
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
白
堊
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
そ
こ
に
関
係
す
る
全
て
の
皆
さ
ん

が
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
今
回
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
私

の
お
話
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
重
ね
重
ね
設
立
百
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
拍
手
）

応
援
団
と

応
援
団
と

自
校
文
化
の

自
校
文
化
の

形
成
過
程

形
成
過
程
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り
ま
す
。
今
回
は
、
特
に
一
高
の
校
歌
・

応
援
歌
練
習(

以
下
、
歌
練
習
と
表
現
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す)

と
大
運
動
会
に
注

目
し
て
、
少
し
応
援
団
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

◆
校
歌
・
応
援
歌
練
習
と
一
高
生

　

校
歌
・
応
援
歌
練
習
を
学
問
・
学
術
的

な
目
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
の
範
囲
、
枠

組
み
に
お
い
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
は
、
校
歌
・
応
援
歌
練
習

と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル

ギ
ー
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
を
簡
単
に
説
明

し
ま
す
と
、
社
会
と
い
う
も
の
を
舞
台
空

間
に
見
立
て
て
、
そ
の
中
で
求
め
ら
れ
る

役
回
り
を
人
々
が
熟
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
常
に
新
し
い
バ
イ
ン
ド
が
生
ま
れ
た

り
、
そ
れ
が
強
化
さ
れ
た
り
そ
う
い
っ
た

仕
掛
け
、
劇
空
間
的
世
界
の
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
視
点
で
見
る
と
、
校

歌
・
応
援
歌
練
習
と
い
う
の
は
分
か
り
や

す
く
、
学
校
空
間
に
と
っ
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
制
に
系
譜
を
持
つ
全
国
の
高

校
で
は
、
新
年
度
が
始
ま
る
と
、
放
課
後

に
校
庭
や
体
育
館
、
ま
た
は
屋
上
に
新
入

生
を
集
め
て
、
各
校
に
伝
わ
る
歌
や
応
援
、

高
校
生
活
の
心
構
え
な
ど
を
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
行
事
に
職

員
室
が
直
接
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

空
間
を
取
り
仕
切
る
の
は
応
援
団
と
い
う

ふ
う
に
申
し
上
げ
て
い
い
か
と
思
い
ま

す
。「
質
の
濃
い
」
練
習
を
経
て
、
新
入

生
は
本
校
の
歌
や
応
援
の
型
を
短
期
間
で

習
得
し
て
い
き
ま
す
。
今
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
に
、
日
本
各
地
で
同
じ
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
で
歌
練
習
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、

研
究
者
的
に
は
明
治
時
代
に
系
譜
を
持
つ

応
援
団
文
化
の
典
型
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
入
生
か
ら
す
る
と
、
入
学
後
、

突
然
、
応
援
（
団
）
の
先
輩
た
ち
が
教
室

に
入
っ
て
来
て
、
急
か
さ
れ
教
室
の
外
に

連
れ
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
物
理
的
に

連
れ
出
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、高
校
生
（
一

高
生
）
と
い
う
枠
組
み
に
連
れ
出
さ
れ
る

瞬
間
、
実
は
彼
ら
の
新
し
い
世
界(

高
校

生
活)
の
「
本
当
の
」
ス
タ
ー
ト
な
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
下
指
摘
す
る
こ
と
は
、
ど
こ
の
高
校

で
も
ほ
ぼ
一
緒
な
の
で
す
が
、
歌
練
習
の

時
に
先
輩
た
ち
は
一
切
笑
顔
は
見
せ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
歌
練
習
の
全
て
の
期
間
が

終
わ
っ
た
時
に
団
長
が
「
君
た
ち
は
頑

張
っ
た
。
よ
く
や
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
く
れ
ま
す
。
一
高
の
場
合
、
団
長

の
声
の
後
に
、
体
育
館
の
暗
幕
が
ぱ
っ
と

開
い
て
、
４
月
の
眩
い
光
が
満
ち
溢
れ
る
、

そ
ん
な
枠
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ

し
て
、
そ
の
瞬
間
に
初
め
て
一
高
生
に

な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
新
入
生
の
皆
さ
ん

が
お
感
じ
に
な
る
と
、
よ
く
聞
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
入
学
す
る
と
い
う
こ
と
と

一
高
生
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
異
な
る
層

が
存
在
し
て
い
る
、
重
層
的
に
な
っ
て
い

る
の
か
な
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。
団
長
だ
け
で
は
な
く
、「
質
の
濃
い
」

練
習
の
最
後
に
、
指
導
に
当
た
っ
た
個
々

の
先
輩
も
笑
顔
で
「
お
ま
え
ら
、
よ
く

や
っ
た
よ
」、「
君
た
ち
は
頑
張
っ
て
た
ね
」

と
い
う
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
心
の
籠
っ

た
優
し
い
労
い
の
言
葉
が
溢
れ
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
新
入
生
は
「
何
だ
、

あ
ん
な
に
厳
し
く
し
て
い
た
の
は
、
我
々

を
思
っ
て
の
こ
と
か
」
と
初
め
て
気
が
付

く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
優
し
さ
と
い
う

の
は
、
現
状
や
こ
れ
ま
で
の
途
次
を
認
め

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
今
後
の

可
能
性
を
慮
る
場
合
に
、時
に
厳
し
く
「
世

界
の
広
さ
」
を
教
え
て
あ
げ
る
、
そ
ん
な

在
り
方
も
存
在
す
る
の
だ
と
、
新
入
生
は

知
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

初
め
て
出
会
っ
た
後
輩
が
憎
く
も
な
い
し

怒
る
対
象
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
同
じ
学

校
の
「
後
輩
だ
か
ら
」
た
だ
そ
れ
だ
け
で

す
が
彼
ら
に
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
幸
せ

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
先
輩

た
ち
に
溢
れ
る
ほ
ど
充
満
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
知
る
の
で
す
。
新
入
生
は
、
先

輩
か
ら
受
け
継
が
れ
る
「
一
高
魂
」
と
い

う
も
の
を
共
有
で
き
る
「
器
」
に
な
る
た

め
の
修
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
歌
練
習
を
終
え
た
時
に
「
一
高
生
に

な
る
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
実
は
一
高
生

と
し
て
の
１
４
０
年
に
も
及
ぶ
こ
の
学
校

の
名
誉
や
重
み
と
い
っ
た
も
の
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
「
器
」
の
入
り
口
に

た
ど
り
着
い
た
瞬
間
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。「
彼
ら
は
も
う
伝
統
校

の
歴
史
の
一
部
と
し
て
歩
み
出
せ
ま
す

よ
」
と
、
歌
練
習
は
そ
の
た
め
の
ド
ラ
マ

ト
ゥ
ル
ギ
ー
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
高
に
は
「
一
高

魂
」
や
「
一
高
精
神
」
と
い
っ
た
言
葉
が

幾
つ
か
あ
り
、
人
生
の
節
目
や
重
要
な
場

面
で
そ
う
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
単
語
の
単
純
な

文
字
面
の
意
味
以
上
に
重
み
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
１
４
０
年
以
上
前
に
入
学
さ

れ
た
先
輩
か
ら
今
年
入
学
し
た
生
徒
ま
で

全
て
の
「
一
高
生
」
が
こ
の
学
校
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
る
「
魂
」
の
継
承
者
で
あ

り
、
そ
れ
を
共
有
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
、

こ
の
誉
れ
と
い
う
か
重
責
と
い
う
も
の
を

受
け
止
め
る
た
め
の
準
備
が
こ
の
歌
練
習

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
い
思
い
出
と
い
う
の
は
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
大
変
な
こ
と
と
い
う

の
は
結
構
覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。
皆
で

一
緒
に
頑
張
っ
た
出
来
事
は
後
で
セ
ピ
ア

色
に
な
り
「
あ
の
時
、
大
変
だ
っ
た
よ

な
ぁ
」
と
い
う
ふ
う
に
自
分
に
優
し
く
、

そ
し
て
支
え
て
く
れ
る
思
い
出
と
な
り
ま

す
。
み
ん
な
で
一
つ
に
な
っ
て
頑
張
り
、

一
高
の
仲
間
に
な
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、

一
高
と
い
う
空
間
が
居
場
所
に
な
っ
て
い

く
、
歌
練
習
は
そ
ん
な
通
過
儀
礼
な
い
か

な
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

◆
大
運
動
会
・
猛
者
踊
り
と
一
高
生

　

普
通
、
旧
制
の
学
校
の
場
合
、
こ
こ
で

通
過
儀
礼
は
終
わ
り
な
の
で
す
が
、
一
高

の
場
合
に
は
第
２
章
が
あ
り
ま
す
。
一
高

生
は
こ
の
あ
と
「
猛
者
」
に
な
る
の
で
す
。

歌
練
習
が
終
わ
っ
て
、
一
高
の
場
合
に
は

５
月
13
日
の
大
運
動
会
に
向
け
て
新
た
に

始
動
、
新
入
生
が
猛
者(

一
高
生)

に
な

る
の
で
す
。

　

さ
て
、
大
運
動
会
は
、
ご
存
知
の
よ
う

に
不
思
議
な
選
手
宣
誓
か
ら
始
ま
り
、
一

高
式
と
名
の
付
く
独
特
な
競
技
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
す
が
、
そ
の
中
心
に
は
い
つ
も

応
援
団
が
存
在
し
、
一
高
文
化
に
と
り
重

要
な
役
割
を
果
た
す
猛
者
が
登
場
し
て
き

ま
す
。（
現
在
は
）
赤
い
色
と
青
い
色
に

身
体
を
彩
色
し
た
新
入
生
が
猛
者
踊
り
を

披
露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
彩
色
だ

け
で
は
な
く
、
彼
ら
は
「
猛
者
刈
り
」
と

い
う
ち
ょ
っ
と
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
髪

型
で
登
場
し
ま
す
。
ど
う
も
一
説
に
は
、

５
月
１
日
を
「
猛
者
解
禁
」
と
呼
ぶ
よ
う

で
そ
れ
か
ら
運
動
会
ま
で
の
約
２
週
間
、

彼
ら
は
猛
者
へ
の
移
行
期
に
入
る
と
考
え

て
も
よ
さ
そ
う
で
す
。
猛
者
に
扮
す
る
際

に
は
腰
蓑
を
纏
い
、
猛
者
棒
を
携
え
、
猛

者
に
な
っ
て
い
る
時
は
「
ヒ
ィ
ー
」
と
返

事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
そ

◆
は
じ
め
に
・
盛
岡
一
高
と
の
出
会
い

　

皆
さ
ま
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥

取
大
学
の
瀬
戸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
東

京
の
出
身
で
早
稲
田
大
学
に
進
学
し
、
同

大
学
院
の
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
経
て

博
士
号
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。
専
門
は

ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
と
な
り
ま
す
。
さ
て
、

ま
ず
最
初
に
、
ち
ょ
っ
と
個
人
的
な
話
に

な
り
ま
す
が
、
大
学
に
入
る
時
に
世
界
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化(

世
界
の
広
さ)

を

知
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
漠
然
と
し
た
希

望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
も

あ
っ
て
、
早
大
在
学
中
に
約
30
カ
国
を
巡

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
当
時
早
稲
田
大
学
で
は
エ
ジ
プ
ト
考

古
学
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
自
身
の
興
味
と
も
相
ま
っ
て
私
は
早

大
エ
ジ
プ
ト
学
研
究
所
に
所
属
し
、
考
古

学
や
保
存
修
復
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
研
究
所
で
私
が
担
当
し
て
い
た

の
は
ル
ク
ソ
ー
ル
と
い
う
地
域
の
王
家
の

谷
と
い
わ
れ
る
新
王
国
時
代
の
王
家
の
墓

所
で
し
た
。
当
時
は
１
年
に
数
か
月
、
彼

の
地
へ
出
か
け
毎
日
遺
跡
に
行
っ
て
調
査

研
究
す
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
さ
て
、
研
究
所
に
は

全
国
か
ら
優
秀
な
先
輩
方
が
集
ま
っ
て
お

ら
れ
て
、
そ
の
中
に
菊
地
敬
夫
さ
ん
（
昭

和
56
年
卒
）
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
菊
地

さ
ん
は
い
つ
も
腰
に
日
本
手
拭
い
を
着
け

て
お
ら
れ
ま
し
て
、
気
に
な
っ
て
ち
ょ
っ

と
お
伺
い
し
て
み
る
と
岩
手
の
、
盛
岡
第

一
高
等
学
校
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
知
る

こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
、
こ
の
出
会
い
が

私
と
一
高
と
の
出
会
い
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。

　

さ
て
、
エ
ジ
プ
ト
も
含
め
て
世
界
を
旅

し
幸
せ
な
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
ひ
と
つ
だ
け
わ
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、（
世
界
中
を

す
べ
て
見
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
）、

世
界
中
を
隈
な
く
旅
し
た
と
し
て
も
「
世

界
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
、
実

に
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、
こ

れ
は
自
分
に
と
り
た
い
へ
ん
大
き
な
気
づ

き
で
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
と
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
日
本
と
い
う
国
が
魅
力
的
で
不

思
議
な
場
所
だ
な
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
、
そ
ん
な
時
に
目
の
前
に
現
れ
た
の

が
、「
応
援
団
」
と
い
う
存
在
で
し
た
。「
そ

う
言
え
ば
菊
地
さ
ん
の
高
校
っ
て
応
援
団

の
有
名
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
な
」
な
ど
と
ふ

と
思
い
だ
し
ま
し
て
、
菊
地
さ
ん
経
由
で

盛
岡
一
高
と
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
私
の
応

援
団
研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
尚
、
菊
地
さ
ん
は
早
大
第
一
文
学

部
を
卒
業
さ
れ
た
後
に
カ
イ
ロ
大
学
に
留

れ
を
「
猛
者
語
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
彼

ら
は
決
し
て
ふ
ざ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
完
全
に
猛
者
に
な
る
こ
と
だ
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
猛
者
と
い
う

世
界
に
自
分
た
ち
を
移
入
す
る
、
こ
れ
も

実
は
一
高
生
に
な
る
た
め
の
重
要
な
通
過

儀
礼
と
考
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
こ
の
時

期
に
猛
者
に
移
行
し
始
め
て
、
５
月
13
日
、

一
高
の
創
立
記
念
日
に
猛
者
に
な
る
の
で

す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
猛
者
踊

り
は
「
土
人
踊
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
21
年
５
月
30
日
、
敗
戦
後
の
活

力
の
な
い
盛
岡
に
活
気
を
齎
し
た
い
、
何

か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
運
動
会
で
し
た
い

と
い
う
思
い
を
持
つ
生
徒
た
ち
が
偶
然
耳

に
し
た
南
方
か
ら
帰
還
者
の
歌
声
、
南
方

の
国
の
自
由
で
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
に
肖
っ

て
み
ん
な
で
元
気
に
な
る
よ
う
な
踊
り
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
「
土
人
踊
り
」
が
生

ま
れ
た
そ
う
で
す
。
彼
ら
は
、
何
か
ふ
ざ

け
た
思
い
で
こ
の
踊
り
を
考
案
し
た
の
で

は
な
く
、「
真
剣
に
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
こ
の
愛
す
る
盛
岡
と
い
う
土
地
に
、
そ

こ
に
住
む
皆
さ
ん
に
届
け
た
い
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
大
運
動
会
に

お
け
る
猛
者
踊
り
で
は
、
踊
り
の
前
に
寸

劇
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
、
ふ
た
つ
の
集

団
の
間
に
何
某
か
の
問
題
が
生
ま
れ
、
ふ

た
つ
の
集
団
の
領
袖
間
に
諍
い
が
生
ま
れ

ま
す
、
そ
れ
は
集
団
同
士
の
抗
争
に
発
展

し
、
結
果
、
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。
そ
の
後
、
神
様
が
現
れ
て
猛
者
た
ち

を
復
活
さ
せ
て
、
平
和
と
生
命
に
感
謝
し

て
ふ
た
つ
の
集
団
は
と
も
に
猛
者
踊
り
を

す
る
、
大
体
こ
う
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
て
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
の
は
、

往
時
、
神
様
が
応
援
団
長
で
あ
り
、
そ
の

傘
持
ち
が
（
新
任
の
）
先
生
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
文
化
人
類
学
で

言
う
と
「
役
割
転
倒
」
と
い
う
も
の
に
あ

た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
秩

序
か
ら
一
転
、
一
時
的
な
秩
序
が
生
ま
れ
、

応
援
団
長
を
中
心
と
し
た
象
徴
的
な
空
間

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
世

界
の
中
心
に
は
応
援
団
が
居
て
、
先
生
は

従
の
位
置
に
移
行
し
ま
す
。
そ
し
て
応
援

団
長
が
神
と
し
て
、
す
べ
て
の
死
す
る
新

入
生
に
新
た
な
生
命
を
与
え
、
彼
ら
は
一

高
生
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
は
自
治
の
世
界
に
お
け

る
秩
序
の
誕
生
を
比
喩
的
に
表
す
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
こ

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
よ
く
で
き
て
い
る
の
は

彼
ら
の
誕
生
日
が
、
み
な
一
高
の
創
立
記

念
日
と
同
じ
く
５
月
13
日
に
な
る
と
い
う

学
さ
れ
、
そ
の
後
留
学
先
の
カ
イ
ロ
で
ド

イ
ツ
語
の
勉
強
を
さ
れ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
で
欧
州
の
エ
ジ
プ
ト
学
を
学
ん
だ

優
秀
な
方
で
す
。
菊
地
さ
ん
は
そ
の
後
、

エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
あ
る

エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学
で
教
鞭
を

と
ら
れ
る
な
ど
、
私
に
と
っ
て
は
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
追
い
付
け
な
い
先
輩
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
盛
岡
一
高

の
応
援
団
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
成
果
が
『
応

援
の
人
類
学
』
と
い
う
書
籍
の
中
で
ま
と

め
ら
れ
た
次
第
で
す
。
日
本
に
は
国
立
民

族
学
博
物
館
と
い
う
文
化
人
類
学
の
殿
堂

が
あ
る
の
で
す
が
、
当
館
で
応
援
と
い
う

現
象
を
文
化
人
類
学
的
に
研
究
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
興
り
、
３
年
間
か
け
て
文
化

人
類
学
や
社
会
学
の
第
一
線
の
研
究
者
と

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
と

し
て
ま
と
め
た
の
が
こ
の
本
に
収
め
た
論

考
に
な
り
ま
す
。

　
◆
応
援
団
を
研
究
す
る
・
そ
の
研
究
視
点

　

ま
ず
、
応
援
団
と
い
う
対
象
が
果
た
し

て
研
究
す
る
上
で
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る

の
か
を
お
話
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

と
お
り
、
バ
ン
カ
ラ
と
い
う
言
葉
で
応
援

団
文
化
は
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
肯

定
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
時
に
そ
れ
は
「
時
代
錯
誤
」
な
ど

と
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
見
ら
れ
る
も
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
応
援

団
が
伝
統
的
な
行
動
様
式
や
人
間
関
係
を

大
切
に
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
独
自
の
世
界

観
を
護
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
応
援
団

と
い
う
空
間
は
現
代
と
少
し
距
離
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
私

は
そ
こ
が
研
究
視
座
と
し
て
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は
我
々
が

失
い
つ
つ
あ
る
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て

い
る
、
と
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
た
ら
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
学
校
と
い
う
空
間

で
紡
が
れ
た
、
紡
ご
う
と
し
て
い
た
黎
明

期
の
文
化
、
集
合
的
記
憶
が
ま
だ
遺
り
、

沈
殿
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か

ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
応
援
団
の
研
究

を
し
て
い
た
ら
「
昔
の
日
本
人
」
に
会
え

る
の
で
は
な
い
か
な
ん
て
、
漠
た
る
、
不

思
議
な
気
持
ち
も
あ
っ
て
研
究
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治
と
い
う
時
代
を

考
え
る
と
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
比
較
的
閉

鎖
的
で
あ
っ
た
近
世
が
終
わ
り
明
治
維
新

を
境
に
し
て
外
国
文
化
が
怒
涛
の
如
く
流

入
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校

と
い
う
仕
組
み
も
こ
の
時
に
輸
入
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
を
意
図
的
に
考
え
た
人

が
居
ら
れ
て
、
一
高
の
歴
史
と
い
う
コ
ン

テ
ク
ス
ト
の
中
に
こ
っ
そ
り
忍
ば
せ
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
方
は
天
才
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
再
生
し
一
高
生
と
し
て

新
た
な
生
を
得
た
新
入
生
た
ち
は
、
初
め

て
一
高
生
と
し
て
猛
者
踊
り
を
踊
り
歌
う

の
で
す
。
彼
ら
は
「
真
の
」
一
高
生
に
な

る
の
で
す
。
体
育
館
に
続
き
、
２
回
目
の

陽
の
光
が
彼
ら
を
包
み
込
む
の
で
す
。
大

運
動
会
と
い
う
の
は
、
た
だ
、
紅
と
白
ど

ち
ら
が
勝
つ
か
だ
け
で
は
な
く
、
見
え
な

い
機
能
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
一
高
生
と
し

て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
み
、
強
化
す

る
場
所
と
理
解
で
き
る
の
で
す
。
た
と
え

ば
大
運
動
会
と
い
う
の
は
、
架
空
の“

一

高
王
国
”
の
よ
う
な
も
の
の
国
民
に
な
る

た
め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
い
う
か
、
ド
ラ

マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
空
間
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
大
運
動
会
で
再
生
産
、
再
創
造
さ

れ
る
価
値
は
、
実
は
日
常
に
と
っ
て
も
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
応
援
団

が
い
る
と
い
う
こ
と
が
肝
な
の
で
す
。
応

援
団
と
い
う
文
化
が
、
時
に
時
代
錯
誤
な

ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
私
は
、
先
輩
た
ち
が
大
切
に
し
て
い

た
「
昔
な
が
ら
」
の
考
え
方
・
価
値
と
い

う
の
を
し
っ
か
り
継
承
で
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
考
え
方
・
や
り
方
を
安
易
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
校
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
も
の
が
受
け
継

が
れ
、
護
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
文
化
の
継
承
と
い
う
の
は
一

般
的
に
そ
う
い
っ
た
側
面
を
持
つ
も
の
で

す
し
、
そ
の
営
み
の
中
で
自
分
た
ち
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
た
る
「
伝
統
」
と
い
う

も
の
は
醸
成
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
で

す
。

◆
誰
か
の
誇
り
に
な
る
た
め
に

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
肝
に
、私
は
「
理

外
の
理
」
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
の
が

一
番
し
っ
く
り
く
る
の
か
な
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
ど
も
は
、
兎
角
、
合
理
性
と
か

理
不
尽
だ
と
か
、
日
常
的
に
、
よ
く
「
理
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大

体
外
国
か
ら
輸
入
し
た
「
理
」
の
よ
う
で

す
。
た
だ
、
一
方
で
、
外
国
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
「
理
」
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
旧

制
学
校
で
真
剣
に
外
国
と
我
が
国
の
間
で

求
め
ら
れ
受
け
継
が
れ
て
い
く
べ
き
姿

の
、
そ
の
中
心
に
あ
る
「
理
」、
近
代
日

本
が
生
み
出
し
た
日
本
の
「
理
」
と
い
う

も
の
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
応
援
団

を
含
め
た
伝
統
校
の
中
に
は
ま
だ
息
づ
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
営
み
の

中
、
日
本
文
化
と
外
国
文
化
が
ぶ
つ
か
り

合
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
思
い
の
外
う
ま
く

融
合
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
う
ま
く

い
っ
た
場
合
、
西
欧
を
是
と
し
た
ハ
イ
カ

ラ
と
い
う
文
化
が
育
ま
れ
、
そ
の
反
対
で

は
バ
ン
カ
ラ
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
見
つ
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

ハ
イ
カ
ラ
、
バ
ン
カ
ラ
の
い
ず
れ
に
し
て

も
現
代
の
言
葉
で
言
え
ば
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
文
化
」
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
な
い

最
新
の
文
化
の
中
で
応
援
団
は
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
バ
ン
カ
ラ
文
化
に
つ
い
て
も
う

少
し
触
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
例
え
ば
「
高
下
駄
履
い
て
腰
に
日

本
手
ぬ
ぐ
い
」
だ
っ
た
り
、
そ
の
姿
・
形

に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ

て
重
要
な
の
は
、「
表
面
の
姿
に
惑
わ
さ

れ
な
い
」
と
い
う
点
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
き
方
、
生
き
様
、
物
事
の

真
理
追
求
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
敢
え

て
そ
う
い
っ
た
格
好
を
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ン
カ
ラ
を

一
言
で
言
い
表
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
精
神

文
化
で
あ
り
、
そ
の
表
象
と
し
て
応
援
団

が
如
何
に
機
能
し
て
い
た
の
か
、
そ
こ
が

応
援
団
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
な
の
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
盛
岡
一
高
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
本
校
は
、
も
ち
ろ
ん

校
長
先
生
を
中
心
に
教
員
の
組
織
が
あ
り

生
徒
さ
ん
が
お
ら
れ
る
空
間
で
す
が
、
同

時
に
生
徒
た
ち
も
、
気
概
を
も
っ
て
自
分

の
学
校
、
自
分
の
時
代
を
創
り
、
護
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
確
な
意
思
を
持

ち
、
い
わ
ゆ
る
「
自
治
」
と
い
わ
れ
る
意

識
も
高
く
、
色
濃
く
遺
る
場
所
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
は
い
つ
の
世
も
「
先
生

た
ち
の
理
解
と
協
力
」
が
あ
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
核
に

は
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
バ
ン
カ
ラ

気
質
と
そ
の
文
化
が
あ
り
、
盛
岡
一
高
を

「
一
高
足
ら
し
め
て
い
る
」
と
思
っ
て
お

す
。
欧
米
の「
理
」の
外
に
あ
る
け
ど
、我
々

に
は
重
要
な
「
理
」
も
あ
る
の
か
も
、
そ

れ
が
わ
か
れ
ば
坂
の
上
の
雲
を
追
い
か
け

て
い
た
明
治
の
日
本
人
の
想
い
に
少
し
だ

け
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
、
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
代

を
超
え
て
同
じ
よ
う
な
風
景
の
中
に
身
を

置
く
こ
と
、
こ
れ
は
本
当
に
う
ら
や
ま
し

い
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
校
だ
け
に
許
さ
れ

る
「
特
権
」
な
の
で
す
。

　

最
後
に
ち
ょ
っ
と
余
談
で
す
が
、
皆
さ

ん
「
ス
ネ
カ
」
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す
。

三
陸
町
吉
浜
で
行
わ
れ
る
正
月
の
来
訪
神

習
俗
で
す
。
異
形
の
来
訪
神
が
家
を
訪
れ

て
、
子
供
た
ち
に
お
ま
え
ら
、
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
る
か
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
幸
せ
に
な

れ
な
い
ぞ
、
と
い
う
決
し
て

　

耳
障
り
の
良
く
な
い
が
大
切
な
こ
と
を

伝
え
に
来
ま
す
が
、
同
様
の
風
習
は
東
北

地
方
に
散
見
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ス
ネ

カ
は
子
ど
も
た
ち
が
憎
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
か
わ
い
い
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り

伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
時

は
躊
躇
せ
ず
伝
え
る
と
い
う
気
概
み
た
い

な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は

こ
の
姿
が
、
歌
練
習
に
始
ま
る
応
援
団
の

姿
勢
に
重
な
っ
て
見
え
る
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
岩
手
や
東
北
の
地
方
で
バ
ン
カ
ラ

応
援
団
が
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
る
の

か
な
、
と
い
う
気
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
「
優
し
さ
と
い
う
の
は
何
か
」
っ
て
難

し
い
で
す
よ
ね
、
自
分
よ
り
も
相
手
の
こ

と
。
そ
れ
を「
利
他
」と
言
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
考
え
は
仏
教
に
出
て
き
ま
す
が
、
相

手
の
た
め
に
何
か
を
す
る
、
そ
う
い
っ
た

価
値
み
た
い
な
も
の
も
含
め
て
応
援
団
に

は
近
代
だ
け
で
は
な
く
近
世
以
前
の
我
が

国
の
記
憶
が
遺
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
校
歌
・

設立百周年記念講演

瀬
せ

戸
と

 邦
くに

弘
ひろ

氏

鳥取大学教育支援・
国際交流推進機構准教授

　1972 年、東 京都保谷市（現：
西東京市）生まれ
早稲田大学人間科学部スポーツ科
学科卒業、同大学院人間科学研究
科修士課程、博士後期課程を経て、
早大より博士（人間科学）を授与
される
専門はスポーツ人類学
主要著書：「大学応援団という空
間とその身体」『近代日本の身体
表象 演じる・競う身体』（森話社 
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応
援
歌
練
習
と
い
う
の
は
、
実
は
１
年
生

だ
け
の
試
練
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
ご
存
じ
の
と
お
り
新
２
年
生
、
新
３
年

生
は
、
学
年
が
上
が
る
と
き
に
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
練
習
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
言
え
ば
、
新
し
い
仲
間
に
自
分
た
ち
が

何
か
を
伝
え
る
の
で
あ
れ
ば
「
自
分
た
ち

が
で
き
な
け
れ
ば
駄
目
だ
ろ
。
恥
ず
か

し
い
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
い
う
想
い
が
あ

る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
自
分
達
の
見
栄
と

か
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
１
年
間

の
自
分
へ
の
答
え
合
わ
せ
、
矜
持
と
な
り

ま
す
。
全
国
の
応
援
団
の
方
が
よ
く
言
う

の
は
、「
応
援
す
る
の
だ
っ
た
ら
、
彼
ら

よ
り
頑
張
れ
て
い
な
け
れ
ば
応
援
で
き
な

い
」、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
た
ち
に
お

目
に
か
か
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
は

在
学
中
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
な
と
も
本
日
思
い
・
感
じ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
一
高
の
卒
業
生
と
し
て

も
ち
ろ
ん
誉
れ
が
あ
る
の
と
同
時
に
、
そ

の
責
任
を
常
に
感
じ
い
つ
も
先
輩
と
か
後

輩
な
ど
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、「
私
も
頑

張
ら
な
き
ゃ
な
。
恥
ず
か
し
く
な
い
自
分

で
い
た
い
な
」
と
常
に
自
分
を
律
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
誰

か
の
誇
り
に
な
れ
る
よ
う
に
」
い
つ
も
努

力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
母
校
愛
な
の
か
と
思

い
、
そ
の
愛
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
学

校
が
い
つ
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
に
と
っ
て

も
現
役
の
子
た
ち
に
と
っ
て
も
素
敵
な
場

所
で
あ
り
続
け
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ

が
最
終
的
に
私
が
今
日
の
講
演
を
機
に
た

ど
り
着
い
た
地
点
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
、
菊
地
敬
夫
さ
ん
の
ご

紹
介
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
ど
こ
の
馬
の

骨
」
か
分
か
ら
な
い
私
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
一
高
の
懐
の
深
さ
、
信
頼
し
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
、
改
め
て
そ
の
あ
り

が
た
さ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回

白
堊
同
窓
会
の
百
周
年
と
い
う
大
き
な
そ

し
て
大
切
な
節
目
の
年
に
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
岩
手
県
立
盛

岡
第
一
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
白
堊
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
そ
こ
に
関
係
す
る
全
て
の
皆
さ
ん

が
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
今
回
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
私

の
お
話
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
重
ね
重
ね
設
立
百
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
拍
手
）

応
援
団
と

応
援
団
と

自
校
文
化
の

自
校
文
化
の

形
成
過
程

形
成
過
程
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出場
おめでとうインターハイ・

全国高総文祭報告
　

今
年
の
８
月
に
大
分
県
で
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
自
ら
の
一
高

剣
道
部
で
の
活
動
の
集
大
成
と

し
て
こ
の
よ
う
な
大
舞
台
に
立

ち
、
試
合
が
で
き
た
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
自
分
は
主
要
な
大
会
で
大

き
な
結
果
を
残
し
た
こ
と
が
な

く
、
出
場
が
決
ま
っ
た
時
は
全

く
実
感
が
湧
か
な
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
当
日
、
自
分

の
実
力
は
出
し
切
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
全
国
で
勝
ち
上
が

る
強
豪
校
に
は
遠
く
及
ば
ず
、

目
を
見
張
る
よ
う
な
結
果
を
残

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
超
高
校
級
の
選
手
た
ち
は

技
術
だ
け
で
な
く
、
精
神
力
や

忍
耐
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

優
れ
て
お
り
、
ま
た
目
標
に
向

か
い
努
力
を
続
け
て
い
る
彼
ら

の
姿
か
ら
は
、
向
か
う
ベ
ク
ト

ル
は
異
な
り
ま
す
が
一
高
生
に

通
じ
る
も
の
も
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
こ
に
至
る
ま
で

白
堊
同
窓
会
を
は
じ
め
と
す
る

た
く
さ
ん
の
方
々
に
援
助
と
激

励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
だ
け
の
力
で
は
決
し

て
辿
り
着
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
お
前
は
負
け
た
ん
だ
」
こ

の
一
言
で
柔
道
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
っ
た
。
屈
辱
を
味
わ
い
、

こ
れ
ま
で
の
防
戦
一
方
の
柔
道

か
ら
一
本
を
取
る
柔
道
へ
改
革

し
よ
う
と
心
に
決
め
た
。
具
体

的
に
は
部
活
に
加
え
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
も
練
習
を
す
る
よ
う

に
し
た
。
目
標
は
内
股
一
本
と

し
毎
日
２
０
０
本
打
ち
込
ん

だ
。
ス
ポ
少
で
は
自
衛
官
、
警

察
官
、
時
に
は
女
子
実
業
団

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
相
手
を
し

て
く
れ
日
に
日
に
成
長
し
て
い

く
の
を
実
感
を
し
た
。
練
習
は

ハ
ー
ド
で
肉
体
的
に
は
辛
か
っ

た
が
、
自
身
の
成
長
を
感
じ
ら

れ
て
精
神
的
に
は
楽
し
い
が

勝
っ
て
い
た
。

　

短
い
練
習
時
間
の
中
で
効
率

を
求
め
、
努
力
し
２
年
生
に
は

県
大
会
並
び
に
東
北
大
会
で
も

優
勝
し
、
３
年
生
の
県
高
総
体

で
は
全
試
合
オ
ー
ル
一
本
で
優

勝
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
よ
り

長
い
夏
を
過
ご
し
て
勉
強
と
の

兼
ね
合
い
か
ら
逃
げ
出
し
た
く

な
る
時
も
あ
っ
た
が
、
自
分
の

頑
張
り
に
呼
応
し
て
周
り
の
人

が
応
援
し
て
く
る
こ
と
が
何
よ

り
も
支
え
に
な
っ
た
。
多
く
の

周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
応
援
さ

れ
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
き
っ

た
３
年
間
こ
そ
私
の
最
高
の
青

春
で
あ
っ
た
。

　

私
が
登
山
競
技
を
始
め
て
か

ら
、
い
つ
の
間
に
か
２
年
半
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
月
日
の
流

れ
が
早
い
と
感
じ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
楽
し
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
大

会
は
今
ま
で
で
最
も
入
念
な
準

備
を
し
た
と
思
っ
て
い
て
、
そ

れ
は
顧
問
の
先
生
も
チ
ー
ム
の

皆
も
感
じ
て
い
た
の
で
、
疑
い

よ
う
も
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
、
女
子
は
３
位
、

男
子
は
８
位
と
い
う
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
思
う
に
、
登
山
競
技
は

心
が
強
い
人
し
か
や
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
減
点
さ
れ
た
ら
巻

き
返
せ
な
い
し
、
雨
が
降
ろ
う

が
関
係
な
い
し
、
テ
ン
ト
が
臭

い
か
ら
で
す
。
並
大
抵
の
高
校

生
は
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
く
な

い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
の
状

況
を
楽
し
め
る
心
が
あ
れ
ば
、

人
生
き
っ
と
う
ま
く
い
く
と
思

う
ん
で
す
。
変
わ
り
ゆ
く
時
代

の
中
で
、
登
山
競
技
は
私
に
一

つ
の
生
き
方
を
示
し
て
く
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
世
の
中
で
、
土
ま
み

れ
に
な
っ
て
大
自
然
の
洗
礼
を

受
け
ら
れ
た
幸
せ
を
、
私
は
決

し
て
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
幸

せ
す
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
二

度
目
の
出
場
と
な
り
、
昨
年
の

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
三

段
跳
で
初
出
場
な
が
ら
７
位
入

賞
で
あ
っ
た
た
め
今
年
は
優
勝

を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
は
予
選
落
ち
と
な
り
ま
し

た
。
試
合
の
日
は
跳
躍
ピ
ッ
ト

に
入
る
ま
で
は
良
い
雰
囲
気
で

い
れ
た
も
の
の
ピ
ッ
ト
に
立
っ

た
時
に
は
手
足
が
震
え
、
動
悸

が
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ

と
な
い
ほ
ど
の
苦
痛
で
そ
の
日

は
涙
が
止
ま
ら
ず
陸
上
を
や
め

て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た
く
ら

い
で
す
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
た
め

に
一
生
懸
命
準
備
し
て
き
て
、

怪
我
の
不
安
も
減
ら
し
、
誰
に

も
負
け
な
い
努
力
を
し
た
と
い

う
自
信
を
も
っ
て
い
て
も
第
三

者
の
目
に
残
る
も
の
は
結
局
、

結
果
だ
け
で
す
。
結
果
よ
り
プ

ロ
セ
ス
。
そ
ん
な
綺
麗
ご
と
は

ど
の
分
野
の
世
界
に
も
な
い
と

痛
感
し
ま
し
た
。
プ
ロ
セ
ス
は

個
人
の
問
題
で
あ
っ
て
、
結
果

を
残
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
、
こ
こ
ま
で
厳
し
い
世
界
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
負

け
を
糧
に
、
日
本
一
を
獲
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
絶
対
に
出
場

し
ま
す
。

　

私
は
４
０
０
ｍ
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上

は
高
校
か
ら
始
め
た
た
め
知

識
、
技
術
共
に
乏
し
く
３
年
間

勉
強
の
日
々
で
し
た
。
各
大
会

で
設
定
し
た
目
標
を
順
調
に
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の

出
場
へ
繋
が
っ
た
と
振
り
返
り

ま
す
。
全
国
大
会
へ
向
け
て
初

の
東
北
大
会
に
て
０
・
０
３
秒

足
り
ず
決
勝
を
逃
し
た
悔
し
さ

は
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し

た
。

　

身
近
に
高
い
競
技
力
の
選
手

が
い
る
こ
と
や
他
高
校
や
大
学

生
、
社
会
人
の
選
手
、
他
校
の

先
生
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
経
験
は
私
の
競
技
力
へ
大
き

な
良
い
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

３
年
間
を
通
し
て
本
当
に
多
く

の
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
一
緒
に
練
習
し
、
応
援
し

合
っ
た
部
員
と
ご
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
４
人
の
顧
問
の
先
生

方
に
は
特
に
感
謝
を
し
て
い
ま

す
。
目
標
達
成
へ
の
大
き
な
達

成
感
と
共
に
練
習
内
容
を
自
分

で
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
の
強

い
充
実
感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
運
に
も
恵
ま
れ
た
出

場
で
あ
り
、
決
し
て
良
い
結
果

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
現
状
に

満
足
せ
ず
高
み
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
４
組　

橋
場 

円

３
年
２
組　

中
村 

悠
月

３
年
１
組　

佐
々
木 

克
志

３
年
６
組　

丹
野 

正
知

３
年
３
組　

平
野 
蒼
士

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
参
加
報
告

自
分
の
青
春

土
ま
み
れ
の
青
春

勝
負
の
世
界
の
厳
し
さ

全
国
大
会
を
経
験
し
て

感
じ
た
こ
と

剣
道
部

柔
道
部

登
山
部

陸
上
競
技
部

治療アプリとはどのようなものなのか 
　治療アプリは薬と同じようにその効果や安全性が治験を経て証明された、医
師が処方するスマートフォンアプリです。医師が「処方コード」というものを処
方することで初めて使えるようになります。ダウンロードすれば誰でも使うこと
ができるヘルスケアアプリとは異なり、臨床試験や治験によって治療効果が示
され、「医療機器プログラム」として国から承認を受けているもので、医療機関
で治療目的に用いることができます。

行動変容をサポート
　例えば、ニコチン依存症患者さんが、普段タバコを吸ったり買ったりしている
場所に行かないなど「行動を変える」ことで、その衝動を抑えられるということ
があります。一言で「タバコをやめる」といっても、正しい情報にアクセスして「行
動を変える」ことができる人は案外少ないです。治療用アプリは、こうして「行
動を変える」ことを促し、習慣化をサポートします。

前例は、自らつくる
　3 回の臨床試験を経て、2020 年、ニコチン依存症治療アプリ「CureApp 
SC」が薬事承認および保険適用となりました。これは日本およびアジアでは初
めてのことでした。創業が 2014 年ですから、6 年もかかったことになります。
創業当時は「アプリなんて承認されるはずない」と言われながらも、着実に歩
みを進め、大きな成果につなげることができました。2022 年には、高血圧治
療補助アプリ「CureApp HT」が承認されました。資金も人員も限られたなか、
ニコチン依存症治療アプリと並行して開発を進め、2 年後の承認を実現できま
した。

現在につながる生い立ち
　幼稚園～高校までは盛岡で育ちました。昔から好奇心旺盛で何かを作るのが
好き、小学生のときから曲や絵本を作ったりしていました。また、数学にも早く
から興味がありましたね。何が役に立つか分からないからと、何事にも好奇心
を持って取り組んできました。一高生になってからは、文化祭や予餞会などのイ
ベント、應援團関係の活動にも真剣に取り組みました。プログラミングも高校時
代から学び、センター試験の BASIC の問題を解けるように勉強していました。
勉強の仕方をとにかく工夫、模索し、「知識人ノート」と称してなんでも覚える
ためのノートを作る、暗記したいものを録音して寝ながら聞くなどしていました。
作曲に没頭し、県のコンテストで最優秀賞を取ったりもしました。当時から、枠
組みが決められていない自由度の高い組織が好きでした。一高の校風が、自分
にはよく合っていたように思います。

医学部入学～創業まで
　大学に入ってからいっそうプログラミングにのめり込み、色々書けるようにな
りました。医学をプログラムで発展させるような分野、量子化学シミュレーショ
ンやゲノム解析に興味がありましたが、当時は Web アプリが流行しはじめてい
たので、そちらに興味が移りました。医学部を卒業して数年後、大学の先輩に
誘われ、現在の会社「CureApp」を共同創業しました。

苦労したこと、乗り越えたこと
　基本的に全てが大変でした。いわばベンチャー企業ですから、仕事を誰かが

教えてくれるわけではなく、自分で内容や進め方を考えていく必要がありました。
結果として、薬機法対応や情報セキュリティなど、進めてから初めてぶち当たっ
た課題も多かったですが、その都度対応しながら会社の組織を整えていきました。
　治療アプリは国の承認が必要なこともあり、世の中に出るまでに時間がかか
るビジネスです。様々な関係者の納得を得ながら進める必要がありましたが、僕
は、交渉が必要な場面でいわゆる「正論パンチ」をぶつけてしまうタイプで、実
はこうしたことが苦手です。この点は一緒に創業した相方の社長が、周りの人を
巻き込んで様々な人の協力を得ながら話を進めることが抜群にうまかったので、
周囲も味方につけながら進めることができたと思います。また CureApp には、
製薬会社、医療機器メーカー、Web/IT 業界、医療職などバラエティに富んだ
出自の方が集まっており、それぞれ全然違う文化や考え方を持っています。これ
らをまとめて会社としての独自の文化を作っていかねばならず、苦労しました。し
かし振り返ると、高校時代もオリジナリティを大事にして過ごしてきたから、何
かを模倣することができない状況でも、それを楽しみながら乗り越えることが
できたように思います。バドミントン部も新聞部も、自分たちでやり方を決めて
組織文化を築いてきたことを思い出しました。
　アプリが承認されることになって、創業当時は誰もできると思っていなかった
地点に到達したことに改めて感慨深い気持ちになりました。途中、何度も難しい
壁が立ちはだかりましたが、一つひとつ丁寧に考えながら向き合って進んできた
結果、遠くまで来れたのだと思っています。

今後について
　「治療アプリ」はまだ新しいものであまり認知されておらず、市場も確立され
ていないので、まずはその概念自体を普及させたいですね。また、今は生成 AI
の時代になったので、それを取り入れていけば治療アプリも新たなフェイズに入
るのではないかと思います。スマートフォンにかわるデバイスで、より自然に行動
変容できるようにならないかとも考えています。

同窓生、在校生へメッセージ
　振り返ると、今の自分を形成しているのは高校時代の経験が大きいと思いま
す。これまで関わってくれたたくさんの人たちに感謝しています。今回はたまた
ま特集として紹介していただきましたが、皆と会っていろいろ話したいなという
気持ちです。偉そうなことを言うつもりはないですが、治療アプリのように「絶
対無理」と言われたものでも、諦めずにつねに知恵を絞って進めれば実現でき
ることもあると思います。そういうチャレンジをしたい方、されている方には勇
気をもって進んでほしいです。

〈編集後記〉　鈴木さん元来の優秀な能力や素地に、一高生活の中で育まれたパーソナリティが合わさることにより、時代に即した先進的かつ効果的な取り組
みに至ったのではないかと思います。特集を担当しながら、興味深い情報にアクセスすることが出来たのは大変貴重でした。健康の自己管理は重要なので、常
日頃からしっかり意識していきたいものです。（平成 16 年卒　髙橋 右）

～治 療 ア プリ社 会 実 装 へ の 挑 戦～
　医師による治療と言えば「薬」が思い浮かびますが、薬と同じように、その効果が治験により証明
された「治療用アプリ」を開発し、医療に貢献している1人の医師がいます。アプリでの治療とはど
のようなものなのか、如何にしてそのような先進的なものの開発に至ったのか。興味深いプロセスに
ついてご紹介します。

鈴
すず

木
き

 晋
しん

さん（平成 16 年卒）
慶應義塾大学医学部卒業。在学中にプログラミングを
習得し、卒業後は初期臨床研修の前に東京大学医学部
研究所でのゲノム解析研究助手および Web 制作会社で
のエンジニアとして社会人経験を積む。2014 年、治療
アプリ開発会社「株式会社 CureApp」を共同創業し、
現在に至るまで取締役として会社を牽引。テクノロジー
の力で治療を進化させ、医療を取り巻く社会的課題を解
決し、理想の医療を実現すべく、日々邁進している。

特集
2 新しい治療法の確立を目指して
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出場
おめでとうインターハイ・

全国高総文祭報告
　

今
年
の
８
月
に
大
分
県
で
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
自
ら
の
一
高

剣
道
部
で
の
活
動
の
集
大
成
と

し
て
こ
の
よ
う
な
大
舞
台
に
立

ち
、
試
合
が
で
き
た
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
自
分
は
主
要
な
大
会
で
大

き
な
結
果
を
残
し
た
こ
と
が
な

く
、
出
場
が
決
ま
っ
た
時
は
全

く
実
感
が
湧
か
な
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
当
日
、
自
分

の
実
力
は
出
し
切
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
全
国
で
勝
ち
上
が

る
強
豪
校
に
は
遠
く
及
ば
ず
、

目
を
見
張
る
よ
う
な
結
果
を
残

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
超
高
校
級
の
選
手
た
ち
は

技
術
だ
け
で
な
く
、
精
神
力
や

忍
耐
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

優
れ
て
お
り
、
ま
た
目
標
に
向

か
い
努
力
を
続
け
て
い
る
彼
ら

の
姿
か
ら
は
、
向
か
う
ベ
ク
ト

ル
は
異
な
り
ま
す
が
一
高
生
に

通
じ
る
も
の
も
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
こ
に
至
る
ま
で

白
堊
同
窓
会
を
は
じ
め
と
す
る

た
く
さ
ん
の
方
々
に
援
助
と
激

励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
だ
け
の
力
で
は
決
し

て
辿
り
着
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
お
前
は
負
け
た
ん
だ
」
こ

の
一
言
で
柔
道
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
っ
た
。
屈
辱
を
味
わ
い
、

こ
れ
ま
で
の
防
戦
一
方
の
柔
道

か
ら
一
本
を
取
る
柔
道
へ
改
革

し
よ
う
と
心
に
決
め
た
。
具
体

的
に
は
部
活
に
加
え
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
も
練
習
を
す
る
よ
う

に
し
た
。
目
標
は
内
股
一
本
と

し
毎
日
２
０
０
本
打
ち
込
ん

だ
。
ス
ポ
少
で
は
自
衛
官
、
警

察
官
、
時
に
は
女
子
実
業
団

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
相
手
を
し

て
く
れ
日
に
日
に
成
長
し
て
い

く
の
を
実
感
を
し
た
。
練
習
は

ハ
ー
ド
で
肉
体
的
に
は
辛
か
っ

た
が
、
自
身
の
成
長
を
感
じ
ら

れ
て
精
神
的
に
は
楽
し
い
が

勝
っ
て
い
た
。

　

短
い
練
習
時
間
の
中
で
効
率

を
求
め
、
努
力
し
２
年
生
に
は

県
大
会
並
び
に
東
北
大
会
で
も

優
勝
し
、
３
年
生
の
県
高
総
体

で
は
全
試
合
オ
ー
ル
一
本
で
優

勝
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
よ
り

長
い
夏
を
過
ご
し
て
勉
強
と
の

兼
ね
合
い
か
ら
逃
げ
出
し
た
く

な
る
時
も
あ
っ
た
が
、
自
分
の

頑
張
り
に
呼
応
し
て
周
り
の
人

が
応
援
し
て
く
る
こ
と
が
何
よ

り
も
支
え
に
な
っ
た
。
多
く
の

周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
応
援
さ

れ
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
き
っ

た
３
年
間
こ
そ
私
の
最
高
の
青

春
で
あ
っ
た
。

　

私
が
登
山
競
技
を
始
め
て
か

ら
、
い
つ
の
間
に
か
２
年
半
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
月
日
の
流

れ
が
早
い
と
感
じ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
楽
し
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
大

会
は
今
ま
で
で
最
も
入
念
な
準

備
を
し
た
と
思
っ
て
い
て
、
そ

れ
は
顧
問
の
先
生
も
チ
ー
ム
の

皆
も
感
じ
て
い
た
の
で
、
疑
い

よ
う
も
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
、
女
子
は
３
位
、

男
子
は
８
位
と
い
う
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
思
う
に
、
登
山
競
技
は

心
が
強
い
人
し
か
や
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
減
点
さ
れ
た
ら
巻

き
返
せ
な
い
し
、
雨
が
降
ろ
う

が
関
係
な
い
し
、
テ
ン
ト
が
臭

い
か
ら
で
す
。
並
大
抵
の
高
校

生
は
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
く
な

い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
の
状

況
を
楽
し
め
る
心
が
あ
れ
ば
、

人
生
き
っ
と
う
ま
く
い
く
と
思

う
ん
で
す
。
変
わ
り
ゆ
く
時
代

の
中
で
、
登
山
競
技
は
私
に
一

つ
の
生
き
方
を
示
し
て
く
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
世
の
中
で
、
土
ま
み

れ
に
な
っ
て
大
自
然
の
洗
礼
を

受
け
ら
れ
た
幸
せ
を
、
私
は
決

し
て
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
幸

せ
す
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
二

度
目
の
出
場
と
な
り
、
昨
年
の

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
三

段
跳
で
初
出
場
な
が
ら
７
位
入

賞
で
あ
っ
た
た
め
今
年
は
優
勝

を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
は
予
選
落
ち
と
な
り
ま
し

た
。
試
合
の
日
は
跳
躍
ピ
ッ
ト

に
入
る
ま
で
は
良
い
雰
囲
気
で

い
れ
た
も
の
の
ピ
ッ
ト
に
立
っ

た
時
に
は
手
足
が
震
え
、
動
悸

が
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ

と
な
い
ほ
ど
の
苦
痛
で
そ
の
日

は
涙
が
止
ま
ら
ず
陸
上
を
や
め

て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た
く
ら

い
で
す
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
た
め

に
一
生
懸
命
準
備
し
て
き
て
、

怪
我
の
不
安
も
減
ら
し
、
誰
に

も
負
け
な
い
努
力
を
し
た
と
い

う
自
信
を
も
っ
て
い
て
も
第
三

者
の
目
に
残
る
も
の
は
結
局
、

結
果
だ
け
で
す
。
結
果
よ
り
プ

ロ
セ
ス
。
そ
ん
な
綺
麗
ご
と
は

ど
の
分
野
の
世
界
に
も
な
い
と

痛
感
し
ま
し
た
。
プ
ロ
セ
ス
は

個
人
の
問
題
で
あ
っ
て
、
結
果

を
残
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
、
こ
こ
ま
で
厳
し
い
世
界
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
負

け
を
糧
に
、
日
本
一
を
獲
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
絶
対
に
出
場

し
ま
す
。

　

私
は
４
０
０
ｍ
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上

は
高
校
か
ら
始
め
た
た
め
知

識
、
技
術
共
に
乏
し
く
３
年
間

勉
強
の
日
々
で
し
た
。
各
大
会

で
設
定
し
た
目
標
を
順
調
に
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の

出
場
へ
繋
が
っ
た
と
振
り
返
り

ま
す
。
全
国
大
会
へ
向
け
て
初

の
東
北
大
会
に
て
０
・
０
３
秒

足
り
ず
決
勝
を
逃
し
た
悔
し
さ

は
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し

た
。

　

身
近
に
高
い
競
技
力
の
選
手

が
い
る
こ
と
や
他
高
校
や
大
学

生
、
社
会
人
の
選
手
、
他
校
の

先
生
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
経
験
は
私
の
競
技
力
へ
大
き

な
良
い
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

３
年
間
を
通
し
て
本
当
に
多
く

の
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
一
緒
に
練
習
し
、
応
援
し

合
っ
た
部
員
と
ご
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
４
人
の
顧
問
の
先
生

方
に
は
特
に
感
謝
を
し
て
い
ま

す
。
目
標
達
成
へ
の
大
き
な
達

成
感
と
共
に
練
習
内
容
を
自
分

で
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
の
強

い
充
実
感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
運
に
も
恵
ま
れ
た
出

場
で
あ
り
、
決
し
て
良
い
結
果

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
現
状
に

満
足
せ
ず
高
み
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
４
組　

橋
場 

円

３
年
２
組　

中
村 

悠
月

３
年
１
組　

佐
々
木 

克
志

３
年
６
組　

丹
野 

正
知

３
年
３
組　

平
野 

蒼
士

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
参
加
報
告

自
分
の
青
春

土
ま
み
れ
の
青
春

勝
負
の
世
界
の
厳
し
さ

全
国
大
会
を
経
験
し
て

感
じ
た
こ
と

剣
道
部

柔
道
部

登
山
部

陸
上
競
技
部

治療アプリとはどのようなものなのか 
　治療アプリは薬と同じようにその効果や安全性が治験を経て証明された、医
師が処方するスマートフォンアプリです。医師が「処方コード」というものを処
方することで初めて使えるようになります。ダウンロードすれば誰でも使うこと
ができるヘルスケアアプリとは異なり、臨床試験や治験によって治療効果が示
され、「医療機器プログラム」として国から承認を受けているもので、医療機関
で治療目的に用いることができます。

行動変容をサポート
　例えば、ニコチン依存症患者さんが、普段タバコを吸ったり買ったりしている
場所に行かないなど「行動を変える」ことで、その衝動を抑えられるということ
があります。一言で「タバコをやめる」といっても、正しい情報にアクセスして「行
動を変える」ことができる人は案外少ないです。治療用アプリは、こうして「行
動を変える」ことを促し、習慣化をサポートします。

前例は、自らつくる
　3 回の臨床試験を経て、2020 年、ニコチン依存症治療アプリ「CureApp 
SC」が薬事承認および保険適用となりました。これは日本およびアジアでは初
めてのことでした。創業が 2014 年ですから、6 年もかかったことになります。
創業当時は「アプリなんて承認されるはずない」と言われながらも、着実に歩
みを進め、大きな成果につなげることができました。2022 年には、高血圧治
療補助アプリ「CureApp HT」が承認されました。資金も人員も限られたなか、
ニコチン依存症治療アプリと並行して開発を進め、2 年後の承認を実現できま
した。

現在につながる生い立ち
　幼稚園～高校までは盛岡で育ちました。昔から好奇心旺盛で何かを作るのが
好き、小学生のときから曲や絵本を作ったりしていました。また、数学にも早く
から興味がありましたね。何が役に立つか分からないからと、何事にも好奇心
を持って取り組んできました。一高生になってからは、文化祭や予餞会などのイ
ベント、應援團関係の活動にも真剣に取り組みました。プログラミングも高校時
代から学び、センター試験の BASIC の問題を解けるように勉強していました。
勉強の仕方をとにかく工夫、模索し、「知識人ノート」と称してなんでも覚える
ためのノートを作る、暗記したいものを録音して寝ながら聞くなどしていました。
作曲に没頭し、県のコンテストで最優秀賞を取ったりもしました。当時から、枠
組みが決められていない自由度の高い組織が好きでした。一高の校風が、自分
にはよく合っていたように思います。

医学部入学～創業まで
　大学に入ってからいっそうプログラミングにのめり込み、色々書けるようにな
りました。医学をプログラムで発展させるような分野、量子化学シミュレーショ
ンやゲノム解析に興味がありましたが、当時は Web アプリが流行しはじめてい
たので、そちらに興味が移りました。医学部を卒業して数年後、大学の先輩に
誘われ、現在の会社「CureApp」を共同創業しました。

苦労したこと、乗り越えたこと
　基本的に全てが大変でした。いわばベンチャー企業ですから、仕事を誰かが

教えてくれるわけではなく、自分で内容や進め方を考えていく必要がありました。
結果として、薬機法対応や情報セキュリティなど、進めてから初めてぶち当たっ
た課題も多かったですが、その都度対応しながら会社の組織を整えていきました。
　治療アプリは国の承認が必要なこともあり、世の中に出るまでに時間がかか
るビジネスです。様々な関係者の納得を得ながら進める必要がありましたが、僕
は、交渉が必要な場面でいわゆる「正論パンチ」をぶつけてしまうタイプで、実
はこうしたことが苦手です。この点は一緒に創業した相方の社長が、周りの人を
巻き込んで様々な人の協力を得ながら話を進めることが抜群にうまかったので、
周囲も味方につけながら進めることができたと思います。また CureApp には、
製薬会社、医療機器メーカー、Web/IT 業界、医療職などバラエティに富んだ
出自の方が集まっており、それぞれ全然違う文化や考え方を持っています。これ
らをまとめて会社としての独自の文化を作っていかねばならず、苦労しました。し
かし振り返ると、高校時代もオリジナリティを大事にして過ごしてきたから、何
かを模倣することができない状況でも、それを楽しみながら乗り越えることが
できたように思います。バドミントン部も新聞部も、自分たちでやり方を決めて
組織文化を築いてきたことを思い出しました。
　アプリが承認されることになって、創業当時は誰もできると思っていなかった
地点に到達したことに改めて感慨深い気持ちになりました。途中、何度も難しい
壁が立ちはだかりましたが、一つひとつ丁寧に考えながら向き合って進んできた
結果、遠くまで来れたのだと思っています。

今後について
　「治療アプリ」はまだ新しいものであまり認知されておらず、市場も確立され
ていないので、まずはその概念自体を普及させたいですね。また、今は生成 AI
の時代になったので、それを取り入れていけば治療アプリも新たなフェイズに入
るのではないかと思います。スマートフォンにかわるデバイスで、より自然に行動
変容できるようにならないかとも考えています。

同窓生、在校生へメッセージ
　振り返ると、今の自分を形成しているのは高校時代の経験が大きいと思いま
す。これまで関わってくれたたくさんの人たちに感謝しています。今回はたまた
ま特集として紹介していただきましたが、皆と会っていろいろ話したいなという
気持ちです。偉そうなことを言うつもりはないですが、治療アプリのように「絶
対無理」と言われたものでも、諦めずにつねに知恵を絞って進めれば実現でき
ることもあると思います。そういうチャレンジをしたい方、されている方には勇
気をもって進んでほしいです。

〈編集後記〉　鈴木さん元来の優秀な能力や素地に、一高生活の中で育まれたパーソナリティが合わさることにより、時代に即した先進的かつ効果的な取り組
みに至ったのではないかと思います。特集を担当しながら、興味深い情報にアクセスすることが出来たのは大変貴重でした。健康の自己管理は重要なので、常
日頃からしっかり意識していきたいものです。（平成 16 年卒　髙橋 右）

～治 療 ア プリ社 会 実 装 へ の 挑 戦～
　医師による治療と言えば「薬」が思い浮かびますが、薬と同じように、その効果が治験により証明
された「治療用アプリ」を開発し、医療に貢献している1人の医師がいます。アプリでの治療とはど
のようなものなのか、如何にしてそのような先進的なものの開発に至ったのか。興味深いプロセスに
ついてご紹介します。

鈴
すず

木
き

 晋
しん

さん（平成 16 年卒）
慶應義塾大学医学部卒業。在学中にプログラミングを
習得し、卒業後は初期臨床研修の前に東京大学医学部
研究所でのゲノム解析研究助手および Web 制作会社で
のエンジニアとして社会人経験を積む。2014 年、治療
アプリ開発会社「株式会社 CureApp」を共同創業し、
現在に至るまで取締役として会社を牽引。テクノロジー
の力で治療を進化させ、医療を取り巻く社会的課題を解
決し、理想の医療を実現すべく、日々邁進している。

特集
2 新しい治療法の確立を目指して
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大石  仁雄
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〒020-0871  岩手県盛岡市中ノ橋通1-6-8
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Kimio Ooishi

キミ　 オ

広
告
掲
載
に
つ
い
て

郵
便
料
金
等
の
改
定
を
受
け
、

今
号
よ
り
広
告
を
掲
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
来
年
度
発
行

の
会
報
で
広
告
掲
載
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
同
窓
生
の
方
は
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■国立大学

帯広畜産大
北海道大
弘前大
岩手大
東北大
宮城教育大
秋田大
山形大
福島大
茨城大
筑波大
宇都宮大
群馬大
埼玉大
千葉大
電気通信大
東京大
東京外国語大
東京学芸大
東京工業大
東京農工大
一橋大

2
6
23
38
1
6
5
1
1
5
1
1
4
1
1
10
3
8

1
3

1
5
3
2
10

1
1

1

1
2

3

1
1

大学名 現役 過卒

3
1
1
1
1
20 5

3
2
1
1
1
1
1
2

2
135

2
2

1

2
1
1
41

大学名 現役 過卒
1
1
6
26
1
2
10

3
6
11
15
15
22
4
3
17
3
7
2
1
20
254

21
2
4
4
1

4
1
1
12
11
3
12
13
1
3
7
2

1
6
22
210

都留文科大
静岡県立大
京都市立芸大
大阪公立大
高知工科大
合計

芝浦工業大
上智大
成蹊大
中央大
津田塾大
帝京大
東海大
東京医科大
東京農業大
東京理科大
東洋大
日本大
法政大
明治大
明治学院大
立教大
早稲田大
神奈川大
名古屋外語大
同志社大
立命館大
その他
合計

大学名 現役 過卒

2
2

1

1

防衛医科大学校
その他
合計

大学名 現役 過卒 ■その他

横浜国立大
新潟大
富山大
金沢大
信州大
静岡大
名古屋大
京都大
大阪大
広島大
合計

大学名 現役 過卒
大学名 現役 過卒

1
1
2
5
2

12
2

25

1
1
1
1
8
1
1
1
1
1
1
1
1
20

札幌医科大
弘前大
東北大
秋田大
山形大
大阪大
岩手医科大
自治医科大
獨協医科大
防衛医科大
東北医科薬科大
北里大
杏林大
東京医科大
近畿大
合計

■医学部医学科

大学名 現役 過卒
14
8
2
6
2
2

6
1
11
2
3
2
8
2
2
1
2
4

9
2
2
2
1
1
1

5
4

1

9
37

5

岩手医科大
東北学院大
東北福祉大
東北医科薬科大
国際医療福祉大
自治医科大
獨協医科大
神田外語大
千葉工業大
青山学院大
学習院大
北里大
国立音大
慶應義塾大
工学院大
國學院大
国際基督教大
国士舘大
駒澤大

■私立大学

1
1
3
2
6

1

1
1
1
1

札幌医大
青森県立保健大
岩手県立大
秋田県立大
高崎経済大
東京都立大
横浜市立大
新潟県立大

大学名 現役 過卒
■公立大学

　

７
月
22
日
、
23
日
に
東
京
の

日
本
棋
院
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
囲
碁
選
手
権
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

３
年
間
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
大
梶

華
子
、
高
橋
理
子
、
細
川
莉
緒

の
３
人
で
盛
岡
一
高
女
子
団
体

と
し
て
戦
う
最
後
の
試
合
で
し

た
。
昨
年
は
女
子
団
体
戦
で
７

位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
今
年
は
３
位
入
賞
を
目
標

に
掲
げ
、
皆
で
切
磋
琢
磨
し
、

今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
囲
碁
と

本
気
で
向
き
合
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
１
回
戦
で
ま
さ
か
の
負

け
を
喫
し
、
予
選
リ
ー
グ
戦
敗

退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。
去
年
よ
り
も
確
実
に
棋
力

を
伸
ば
し
て
臨
ん
だ
大
会
だ
っ

た
た
め
、
言
葉
に
で
き
な
い
悔

し
さ
を
残
し
、
私
た
ち
の
高
校

囲
碁
生
活
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

８
月
３
日
か
ら
は
、
岐
阜
県

高
山
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門
〈
県
対

抗
団
体
戦
〉
に
吉
田
恵
太
と
大

梶
華
子
が
出
場
し
ま
し
た
。
岩

手
県
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

を
発
揮
し
、
全
国
の
囲
碁
仲
間

と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
全

６
試
合
を
戦
い
ま
し
た
。

　

私
の
部
活
動
生
活
を
振
り
返

り
、
良
き
仲
間
と
共
に
嬉
し
い

思
い
も
悔
し
い
思
い
も
経
験

し
、
充
実
し
た
２
年
半
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

放
送
委
員
会
は
、
８
月
２
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

放
送
部
門
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
、
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

部
門
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
部
門
で
「
伝
え
続
け
た
、

１
０
８
時
間
」
が
文
部
科
学
大

臣
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
東
日
本
大

震
災
当
時
の
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の

生
放
送
の
様
子
に
つ
い
て
伝
え

ま
し
た
。
当
時
生
放
送
を
し
て

い
た
神
山
浩
樹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

や
当
時
の
ラ
ジ
オ
音
声
を
使
っ

て
表
現
し
ま
し
た
。
避
難
し
て

い
る
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る

放
送
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
災
害
は
必
ず
来
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
る
た
め
に
編
集
や

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
ま
し

た
。
全
国
の
高
校
生
に
も
当
時

の
様
子
が
伝
わ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
学
校

の
作
品
を
見
た
り
聴
い
た
り
す

る
こ
と
で
、
他
の
地
域
の
魅
力

に
つ
い
て
知
り
、
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
支
え
て
く
だ

さ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
取
材
し
た
方
や
自
分
た
ち

の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
な
作
品

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
先
生
方
、

同
窓
会
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
北
九
州
市
で
行
わ

れ
た
全
国
高
総
体
体
操
競
技
大

会
個
人
の
部
に
出
場
し
て
き
ま

し
た
。
日
々
の
練
習
で
は
、
試

合
を
想
定
し
て
演
技
を
何
度
も

確
認
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
ミ

ス
は
あ
っ
た
も
の
の
、
自
分
が

今
ま
で
や
っ
て
き
た
練
習
を
信

じ
て
堂
々
と
演
技
し
、
全
力
を

だ
し
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
方
で
ミ
ス
も
あ
り
、
悔

し
さ
や
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
自
分
た

ち
の
演
技
構
成
で
は
ま
だ
ま
だ

全
国
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
大
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
大
会
に
向
け
て
は
、
よ
り
高

い
目
標
を
具
体
的
に
定
め
、
質

の
高
い
練
習
を
心
が
け
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
我
々
が
一
高
生
と
し
て

大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
そ
れ
を

認
め
て
下
さ
い
ま
し
た
校
長
先

生
や
学
校
関
係
者
の
皆
様
、
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
様
々
な
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
國
保
先

生
、
奨
励
金
と
し
て
我
々
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
同
窓

会
の
ご
協
力
の
お
陰
で
す
。
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
年
６
組　

大
梶 

華
子

３
年
３
組　

古
舘 

俐
子

２
年
２
組　

太
細 

諒
人

２
年
４
組　

原
田 

瑛
翔

汗
と
涙
の
全
国
大
会

東
日
本
大
震
災
を
伝
え
る

挑
戦
の
舞
台
で
学
ん
だ
こ
と

囲
碁
将
棋
部
（
囲
碁
部
門
）

放
送
委
員
会

囲
碁
将
棋
部
（
将
棋
部
門
）

体
操

生
物
部

少
林
寺
拳
法

　

私
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
将
棋
部
門
女
子
団
体
に
出

場
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
全

国
大
会
で
は
、
昨
年
に
続
き
ベ

ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
２
年
連
続

で
全
国
の
強
豪
た
ち
と
戦
う
経

験
を
通
じ
て
、
勝
つ
こ
と
の
難

し
さ
や
、
自
分
の
弱
点
を
克
服

す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
深

く
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
ベ
ス
ト
16
で
終
わ
っ

た
こ
と
は
悔
し
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
た
こ
と
は
、
自
分
や
仲

間
た
ち
の
努
力
の
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
３
年
間
、
部
活

動
を
通
し
て
培
っ
た
も
の
は
、

単
に
将
棋
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
仲
間
と
の
絆
、
知
識
を
求

め
る
探
究
力
、
そ
し
て
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
で
す
。
こ
れ
ら
の
経

験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
も
活

か
し
て
い
き
た
い
思
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
～
４
日
に
岐
阜
県

大
垣
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学

部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
年

は
連
続
出
場
10
年
目
と
な
る
節

目
の
年
で
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発

表
で
「
岩
手
県
の
河
川
に
お
け

る
付
着
藻
類
と
ア
ユ
の
食
性
」、

研
究
発
表
生
物
分
野
で
「
ナ
ガ

コ
ガ
ネ
グ
モ
の
カ
フ
ェ
イ
ン
暴

露
に
よ
る
造
網
行
動
へ
の
影
響

　

第
２
報
」
と
い
う
２
つ
の
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も

地
道
な
デ
ー
タ
収
集
や
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
仲
間
と
の
議
論

な
ど
大
会
に
向
け
て
準
備
し
ま

し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
奨
励
賞
（
４

～
８
位
相
当
）
を
受
賞
し
、
生

物
部
と
し
て
４
回
目
と
な
る
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
会
で

は
レ
ベ
ル
の
高
い
全
国
の
高
校

生
の
発
表
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
ら
れ
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
巡
検
研
修
で
は
、
日
本
モ

ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
50

種
類
以
上
７
０
０
頭
の
サ
ル
た

ち
を
間
近
で
観
察
し
、
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
体
験
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

大
会
全
体
を
通
し
て
、
多
く

の
刺
激
を
受
け
、
研
究
へ
の
意

欲
が
更
に
高
ま
り
ま
し
た
。
来

年
こ
そ
は
３
位
以
内
の
入
賞
を

果
た
せ
る
よ
う
、
後
輩
に
託
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
７
月
末
に
、
佐
賀
市
の

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
た
全
国
高
総
体
少
林
寺
拳
法

競
技
大
会
男
子
自
由
単
独
演
武

の
部
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
高
校
生
活
初
の
大

舞
台
に
緊
張
し
て
し
ま
い
、
満

足
の
い
く
演
武
を
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
結
果
と
し
て
は
コ
ー

ト
８
人
が
準
決
勝
に
進
め
る
中

の
10
位
で
予
選
敗
退
と
い
う
残

念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
自
分
の
未
熟
さ
や
、

甘
さ
、
そ
し
て
全
国
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
大
会
を
通
し
て
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
こ
の
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

そ
れ
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
校

長
先
生
や
関
係
者
の
皆
様
、
そ

し
て
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
様
々
な

手
続
き
を
、
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
國
保
陽
平
先
生
、
奨
励
金
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
大

会
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
次
の
大

き
な
大
会
で
は
、
満
足
の
い
く

演
武
、
今
回
よ
り
も
良
い
成
績

を
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

３
年
１
組　

佐
々
木 

杏
菜

３
年
７
組　

高
橋 

稀
琳

１
年
３
組　

小
野
寺 

奏
太

岐
阜
総
文
を
通
し
て

感
じ
た
成
長

来
年
こ
そ
は
３
位
以
内
の

入
賞
を

自
分
の
力
を
知
っ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　私達は２月 29 日から３月 22 日ま
で、ビクトリアで多くの実りある経験
をしました。ホストファミリーや仲間
と過ごしたその３週間は私にとって
かけがえのない宝物です。
　研修の中で特に印象に残っている
のは、教育学区での社会問題に関
する授業です。カナダでは先住民を
迫害した歴史があるため、現在も多
様な方法で先住民への支援が行わ
れていることを学びました。さらに、
アクティビティや自主研修を通して
様々な側面からカナダを知ることが
できました。

　白堊の翼を通して強く感じたの
は、挑戦を恐れないことの大切さで
す。何もやらずに後悔するより失敗
しても挑戦する方が価値のあること
だということを身をもって実感しまし
た。この経験を思い出として終わら
せず、今後の学校生活、ひいては
人生に活かしていきたいです。
　最後になりましたが、このような
貴重な機会を頂けたこと、またこの
派遣のためにご尽力いただいたすべ
ての方に感謝を申し上げます。本当
にありがとうございました。

　令和５年度も「白堊の翼」が実施
され、一昨年度に続きカナダ・ビク
トリアでの研修が行われました。滞
在期間が３週間に延長され、生徒た
ちはさらに充実した研修を経験する
ことができました。
　現地では、講義やフィールドワー
クを通じて実践的な学びを深めまし
た。特に、現地の人 と々の交流や、
異文化に直に触れることで、問題解
決の視点やコミュニケーション能力
が大きく成長したと感じます。生徒
たちはそれぞれの探究テーマを持
ち、個別の課題に取り組みながら、
現地の文化や社会問題についての理
解を深めました。最終日には、その
成果を英語で発表し、語学力や自

己表現力に対する自信を高める機会
ともなりました。
　このような貴重な経験を提供して
いただいた白堊同窓会の皆さまに深
く感謝申し上げます。今後も生徒た
ちの成長が続き、彼らが国際的な
舞台で活躍することを期待しており
ます。

■３年２組  遠山 美穂

■引率者  加藤 弘祐

令和６年度 大学合格者数一覧
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海外派遣「白堊の翼」報告

白堊同窓会創立100周年
おめでとうございます

大石  仁雄

株式会社

〒020-0871  岩手県盛岡市中ノ橋通1-6-8
Mobile.090-5759-8506
Tel.019-622-0168
Fax.019-622-0170
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キミ　 オ

広
告
掲
載
に
つ
い
て

郵
便
料
金
等
の
改
定
を
受
け
、

今
号
よ
り
広
告
を
掲
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
来
年
度
発
行

の
会
報
で
広
告
掲
載
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
同
窓
生
の
方
は
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■国立大学

帯広畜産大
北海道大
弘前大
岩手大
東北大
宮城教育大
秋田大
山形大
福島大
茨城大
筑波大
宇都宮大
群馬大
埼玉大
千葉大
電気通信大
東京大
東京外国語大
東京学芸大
東京工業大
東京農工大
一橋大

2
6
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38
1
6
5
1
1
5
1
1
4
1
1
10
3
8

1
3

1
5
3
2
10

1
1

1

1
2

3

1
1

大学名 現役 過卒

3
1
1
1
1
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3
2
1
1
1
1
1
2

2
135

2
2

1

2
1
1
41

大学名 現役 過卒
1
1
6
26
1
2
10

3
6
11
15
15
22
4
3
17
3
7
2
1
20
254

21
2
4
4
1

4
1
1
12
11
3
12
13
1
3
7
2

1
6
22
210

都留文科大
静岡県立大
京都市立芸大
大阪公立大
高知工科大
合計

芝浦工業大
上智大
成蹊大
中央大
津田塾大
帝京大
東海大
東京医科大
東京農業大
東京理科大
東洋大
日本大
法政大
明治大
明治学院大
立教大
早稲田大
神奈川大
名古屋外語大
同志社大
立命館大
その他
合計

大学名 現役 過卒

2
2

1

1

防衛医科大学校
その他
合計

大学名 現役 過卒 ■その他

横浜国立大
新潟大
富山大
金沢大
信州大
静岡大
名古屋大
京都大
大阪大
広島大
合計

大学名 現役 過卒
大学名 現役 過卒

1
1
2
5
2

12
2

25

1
1
1
1
8
1
1
1
1
1
1
1
1
20

札幌医科大
弘前大
東北大
秋田大
山形大
大阪大
岩手医科大
自治医科大
獨協医科大
防衛医科大
東北医科薬科大
北里大
杏林大
東京医科大
近畿大
合計

■医学部医学科

大学名 現役 過卒
14
8
2
6
2
2

6
1
11
2
3
2
8
2
2
1
2
4

9
2
2
2
1
1
1

5
4

1

9
37

5

岩手医科大
東北学院大
東北福祉大
東北医科薬科大
国際医療福祉大
自治医科大
獨協医科大
神田外語大
千葉工業大
青山学院大
学習院大
北里大
国立音大
慶應義塾大
工学院大
國學院大
国際基督教大
国士舘大
駒澤大

■私立大学

1
1
3
2
6

1

1
1
1
1

札幌医大
青森県立保健大
岩手県立大
秋田県立大
高崎経済大
東京都立大
横浜市立大
新潟県立大

大学名 現役 過卒
■公立大学

　

７
月
22
日
、
23
日
に
東
京
の

日
本
棋
院
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
囲
碁
選
手
権
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

３
年
間
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
大
梶

華
子
、
高
橋
理
子
、
細
川
莉
緒

の
３
人
で
盛
岡
一
高
女
子
団
体

と
し
て
戦
う
最
後
の
試
合
で
し

た
。
昨
年
は
女
子
団
体
戦
で
７

位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
今
年
は
３
位
入
賞
を
目
標

に
掲
げ
、
皆
で
切
磋
琢
磨
し
、

今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
囲
碁
と

本
気
で
向
き
合
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
１
回
戦
で
ま
さ
か
の
負

け
を
喫
し
、
予
選
リ
ー
グ
戦
敗

退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。
去
年
よ
り
も
確
実
に
棋
力

を
伸
ば
し
て
臨
ん
だ
大
会
だ
っ

た
た
め
、
言
葉
に
で
き
な
い
悔

し
さ
を
残
し
、
私
た
ち
の
高
校

囲
碁
生
活
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

８
月
３
日
か
ら
は
、
岐
阜
県

高
山
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門
〈
県
対

抗
団
体
戦
〉
に
吉
田
恵
太
と
大

梶
華
子
が
出
場
し
ま
し
た
。
岩

手
県
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

を
発
揮
し
、
全
国
の
囲
碁
仲
間

と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
全

６
試
合
を
戦
い
ま
し
た
。

　

私
の
部
活
動
生
活
を
振
り
返

り
、
良
き
仲
間
と
共
に
嬉
し
い

思
い
も
悔
し
い
思
い
も
経
験

し
、
充
実
し
た
２
年
半
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

放
送
委
員
会
は
、
８
月
２
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

放
送
部
門
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
、
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

部
門
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
部
門
で
「
伝
え
続
け
た
、

１
０
８
時
間
」
が
文
部
科
学
大

臣
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
東
日
本
大

震
災
当
時
の
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の

生
放
送
の
様
子
に
つ
い
て
伝
え

ま
し
た
。
当
時
生
放
送
を
し
て

い
た
神
山
浩
樹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

や
当
時
の
ラ
ジ
オ
音
声
を
使
っ

て
表
現
し
ま
し
た
。
避
難
し
て

い
る
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る

放
送
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
災
害
は
必
ず
来
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
る
た
め
に
編
集
や

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
ま
し

た
。
全
国
の
高
校
生
に
も
当
時

の
様
子
が
伝
わ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
学
校

の
作
品
を
見
た
り
聴
い
た
り
す

る
こ
と
で
、
他
の
地
域
の
魅
力

に
つ
い
て
知
り
、
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
支
え
て
く
だ

さ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
取
材
し
た
方
や
自
分
た
ち

の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
な
作
品

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
先
生
方
、

同
窓
会
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
北
九
州
市
で
行
わ

れ
た
全
国
高
総
体
体
操
競
技
大

会
個
人
の
部
に
出
場
し
て
き
ま

し
た
。
日
々
の
練
習
で
は
、
試

合
を
想
定
し
て
演
技
を
何
度
も

確
認
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
ミ

ス
は
あ
っ
た
も
の
の
、
自
分
が

今
ま
で
や
っ
て
き
た
練
習
を
信

じ
て
堂
々
と
演
技
し
、
全
力
を

だ
し
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
方
で
ミ
ス
も
あ
り
、
悔

し
さ
や
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
自
分
た

ち
の
演
技
構
成
で
は
ま
だ
ま
だ

全
国
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
大
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
大
会
に
向
け
て
は
、
よ
り
高

い
目
標
を
具
体
的
に
定
め
、
質

の
高
い
練
習
を
心
が
け
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
我
々
が
一
高
生
と
し
て

大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
そ
れ
を

認
め
て
下
さ
い
ま
し
た
校
長
先

生
や
学
校
関
係
者
の
皆
様
、
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
様
々
な
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
國
保
先

生
、
奨
励
金
と
し
て
我
々
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
同
窓

会
の
ご
協
力
の
お
陰
で
す
。
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
年
６
組　

大
梶 

華
子

３
年
３
組　

古
舘 

俐
子

２
年
２
組　

太
細 

諒
人

２
年
４
組　

原
田 

瑛
翔

汗
と
涙
の
全
国
大
会

東
日
本
大
震
災
を
伝
え
る

挑
戦
の
舞
台
で
学
ん
だ
こ
と

囲
碁
将
棋
部
（
囲
碁
部
門
）

放
送
委
員
会

囲
碁
将
棋
部
（
将
棋
部
門
）

体
操

生
物
部

少
林
寺
拳
法

　

私
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
将
棋
部
門
女
子
団
体
に
出

場
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
全

国
大
会
で
は
、
昨
年
に
続
き
ベ

ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
２
年
連
続

で
全
国
の
強
豪
た
ち
と
戦
う
経

験
を
通
じ
て
、
勝
つ
こ
と
の
難

し
さ
や
、
自
分
の
弱
点
を
克
服

す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
深

く
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
ベ
ス
ト
16
で
終
わ
っ

た
こ
と
は
悔
し
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
た
こ
と
は
、
自
分
や
仲

間
た
ち
の
努
力
の
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
３
年
間
、
部
活

動
を
通
し
て
培
っ
た
も
の
は
、

単
に
将
棋
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
仲
間
と
の
絆
、
知
識
を
求

め
る
探
究
力
、
そ
し
て
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
で
す
。
こ
れ
ら
の
経

験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
も
活

か
し
て
い
き
た
い
思
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
～
４
日
に
岐
阜
県

大
垣
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学

部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
年

は
連
続
出
場
10
年
目
と
な
る
節

目
の
年
で
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発

表
で
「
岩
手
県
の
河
川
に
お
け

る
付
着
藻
類
と
ア
ユ
の
食
性
」、

研
究
発
表
生
物
分
野
で
「
ナ
ガ

コ
ガ
ネ
グ
モ
の
カ
フ
ェ
イ
ン
暴

露
に
よ
る
造
網
行
動
へ
の
影
響

　

第
２
報
」
と
い
う
２
つ
の
研

究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も

地
道
な
デ
ー
タ
収
集
や
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
仲
間
と
の
議
論

な
ど
大
会
に
向
け
て
準
備
し
ま

し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
奨
励
賞
（
４

～
８
位
相
当
）
を
受
賞
し
、
生

物
部
と
し
て
４
回
目
と
な
る
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
会
で

は
レ
ベ
ル
の
高
い
全
国
の
高
校

生
の
発
表
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
ら
れ
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
巡
検
研
修
で
は
、
日
本
モ

ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
50

種
類
以
上
７
０
０
頭
の
サ
ル
た

ち
を
間
近
で
観
察
し
、
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
体
験
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

大
会
全
体
を
通
し
て
、
多
く

の
刺
激
を
受
け
、
研
究
へ
の
意

欲
が
更
に
高
ま
り
ま
し
た
。
来

年
こ
そ
は
３
位
以
内
の
入
賞
を

果
た
せ
る
よ
う
、
後
輩
に
託
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
７
月
末
に
、
佐
賀
市
の

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
た
全
国
高
総
体
少
林
寺
拳
法

競
技
大
会
男
子
自
由
単
独
演
武

の
部
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
高
校
生
活
初
の
大

舞
台
に
緊
張
し
て
し
ま
い
、
満

足
の
い
く
演
武
を
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
結
果
と
し
て
は
コ
ー

ト
８
人
が
準
決
勝
に
進
め
る
中

の
10
位
で
予
選
敗
退
と
い
う
残

念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
自
分
の
未
熟
さ
や
、

甘
さ
、
そ
し
て
全
国
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
大
会
を
通
し
て
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
こ
の
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

そ
れ
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
校

長
先
生
や
関
係
者
の
皆
様
、
そ

し
て
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
様
々
な

手
続
き
を
、
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
國
保
陽
平
先
生
、
奨
励
金
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
大

会
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
次
の
大

き
な
大
会
で
は
、
満
足
の
い
く

演
武
、
今
回
よ
り
も
良
い
成
績

を
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

３
年
１
組　

佐
々
木 

杏
菜

３
年
７
組　

高
橋 

稀
琳

１
年
３
組　

小
野
寺 

奏
太

岐
阜
総
文
を
通
し
て

感
じ
た
成
長

来
年
こ
そ
は
３
位
以
内
の

入
賞
を

自
分
の
力
を
知
っ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　私達は２月 29 日から３月 22 日ま
で、ビクトリアで多くの実りある経験
をしました。ホストファミリーや仲間
と過ごしたその３週間は私にとって
かけがえのない宝物です。
　研修の中で特に印象に残っている
のは、教育学区での社会問題に関
する授業です。カナダでは先住民を
迫害した歴史があるため、現在も多
様な方法で先住民への支援が行わ
れていることを学びました。さらに、
アクティビティや自主研修を通して
様々な側面からカナダを知ることが
できました。

　白堊の翼を通して強く感じたの
は、挑戦を恐れないことの大切さで
す。何もやらずに後悔するより失敗
しても挑戦する方が価値のあること
だということを身をもって実感しまし
た。この経験を思い出として終わら
せず、今後の学校生活、ひいては
人生に活かしていきたいです。
　最後になりましたが、このような
貴重な機会を頂けたこと、またこの
派遣のためにご尽力いただいたすべ
ての方に感謝を申し上げます。本当
にありがとうございました。

　令和５年度も「白堊の翼」が実施
され、一昨年度に続きカナダ・ビク
トリアでの研修が行われました。滞
在期間が３週間に延長され、生徒た
ちはさらに充実した研修を経験する
ことができました。
　現地では、講義やフィールドワー
クを通じて実践的な学びを深めまし
た。特に、現地の人 と々の交流や、
異文化に直に触れることで、問題解
決の視点やコミュニケーション能力
が大きく成長したと感じます。生徒
たちはそれぞれの探究テーマを持
ち、個別の課題に取り組みながら、
現地の文化や社会問題についての理
解を深めました。最終日には、その
成果を英語で発表し、語学力や自

己表現力に対する自信を高める機会
ともなりました。
　このような貴重な経験を提供して
いただいた白堊同窓会の皆さまに深
く感謝申し上げます。今後も生徒た
ちの成長が続き、彼らが国際的な
舞台で活躍することを期待しており
ます。

■３年２組  遠山 美穂

■引率者  加藤 弘祐

令和６年度 大学合格者数一覧
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白
堊
同
窓
会
百
周
年

式   

辞

　

松
葉
一
針
一
針
に
、
祝
う
が
如
く
瑞
雨
滴
る
本
日
、
白
堊
同
窓
会

設
立
百
周
年
記
念
式
典
が
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
慶
び
を
共
に
分

か
ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
は
、
ご
多
忙
の
折
、
昭
和
五
十
八
年
卒
の
達
増
知
事

に
も
ご
臨
席
を
頂
き
誠
に
光
栄
に
存
じ
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
同
窓
会
は
大
正
十
三
年
九
月
、
一
九
二
四
年
、
名
簿
作
成
の

た
め
の
有
機
的
結
合
に
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
盛
岡

中
学
同
窓
会
の
名
称
で
、
毎
年
会
員
名
簿
を
発
行
し
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
て
、
昭
和
二
五
年
、
一
九
五
十
年
、

創
立
七
十
周
年
を
機
に
、
そ
の
名
称
を
白
堊
同
窓
会
に
改
称
し
今
日

に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
員
数
は
本
校
、
雫
石
分
校
、
定
時
制
及
び
通
信
制

含
め
三
万
八
千
人
余
で
あ
り
ま
す
。
各
会
員
は
広
く
社
会
の
各
分
野

に
お
い
て
、
な
べ
て
そ
の
存
在
感
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
こ
と

と
存
じ
、
誠
に
喜
ば
し
く
、
誇
り
に
思
う
次
第
で
す
。

　

主
な
事
業
を
振
り
返
る
と
、
当
初
の
名
簿
作
成
及
び
基
金
募
集
に

始
ま
り
、
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
学
校
農
園
地
の
取
得
や
第
二
グ

ラ
ン
ド
を
整
備
し
、
百
周
年
に
は
白
堊
記
念
館
を
建
設
す
る
と
と
も

に
、
生
徒
の
海
外
派
遣
事
業
、
即
ち
「
白
堊
の
翼
」
な
ど
を
開
始
し
、

そ
の
後
は
屋
内
投
球
練
習
場
や
弓
道
場
の
整
備
な
ど
、
一
貫
し
て
母

校
の
施
設
の
整
備
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
後
輩
諸
君
の
部
活

動
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
甲
子
園
出
場
時
の
寄
付
募
集
な
ど

の
主
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
被
害
生
徒

へ
の
援
助
な
ど
、
同
窓
生
の
力
を
結
集
し
て
、
有
形
無
形
の
様
々

な
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。

　

熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
先
人
は
じ
め
す
べ
て
の
会
員
の
母

校
へ
の
熱
き
思
い
と
意
欲
的
な
取
組
み
を
、
心
か
ら
讃
え
る
と
と
も

に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
同
窓
会
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
事
務
局
の
方
々
に

も
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
事
務
局
と
し
て
多
忙
な
勤
務
に
あ
り
な
が
ら
も
、
陰
ひ

な
た
な
く
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
歴
代
の
諸
先
生
方
の
存
在
と
、
ひ
た

す
ら
に
事
務
局
の
仕
事
に
献
身
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
職
員
が
い
て
こ

そ
、
我
が
同
窓
会
の
今
日
の
堅
固
な
礎
が
築
か
れ
、
様
々
な
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
札
幌
白
堊
会
や
在
京
白
堊
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の

白
堊
会
、
盛
岡
市
役
所
白
堊
会
な
ど
の
職
場
毎
の
白
堊
会
、
硬
式
野

球
部
等
、
部
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
か
ら
な
る
白
堊
会
な
ど
四
十
八
も
の
白

堊
会
、
並
び
に
十
五
日
会
な
ど
の
名
称
で
の
卒
業
年
次
毎
の
多
く
の

同
期
会
は
、
我
が
同
窓
会
と
軌
を
一
に
し
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
交
流

の
活
発
化
は
同
窓
会
活
動
の
大
き
な
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
、
引
き
続
き
の
連
帯
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
同
窓
会
は
百
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た

が
、
時
代
を
超
え
て
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
、
即
ち
不
変
な
る
も
の
を
あ

げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
は
、
会
員
の
母
校
発
展
に
寄
与
し
た
い

と
い
う
個
人
的
な
利
害
を
超
え
た
自
発
的
な
意
思
で
あ
り
ま
す
。
誰

も
が
体
験
し
た
白
堊
城
で
の
青
春
の
日
々
へ
の
記
憶
が
母
校
へ
の
思

い
と
な
り
、
そ
の
思
い
が
か
か
る
意
思
へ
と
つ
な
が
っ
た
も
の
と
存

じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
在
校
生
と
し
て
支
援
を
受
け
た
後
輩
が
そ
の
後
、
先
輩

即
ち
同
窓
生
と
し
て
後
輩
と
母
校
を
支
援
し
て
い
く
、
ま
さ
に
白
堊

会
な
り
の
白
堊
会
的
「
共
助
」
と
い
う
仕
組
み
の
継
承
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
継
承
に
お
い
て
は
、
同
窓
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
強
み
を
活

か
し
、
惜
し
み
な
く
力
と
し
て
傾
注
す
る
こ
と
で
同
窓
会
全
体
と
し

て
の
確
か
な
る
力
の
最
大
化
を
図
っ
て
き
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
我
が
同
窓
会
の
不
変
な
る
も
の
を
共
有
し
、
会
員
の

自
発
的
意
思
に
沿
っ
て
、
こ
の
良
き
美
徳
と
も
い
う
べ
き
仕
組
み
を

継
承
し
て
ま
い
る
べ
き
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
同
窓
会
と
し
ま
し
て
は
、
先
輩
、
後
輩
分
け
隔
て

な
く
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
更
な
る
広
が
り
と
一
層
の

深
ま
り
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
窓
生
諸
兄
諸
姉
の
一
層
の
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
後
輩
生
徒
諸
君
の
伸
び
や
か
な
る
成
長
と

力
強
い
躍
進
、
並
び
に
百
四
十
四
周
年
を
迎
え
た
母
校
の
更
な
る
発

展
を
心
か
ら
祈
念
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
十
月
十
九
日

白
堊
同
窓
会
会
長　

昭
和
四
十
五
年
卒　

藤
尾 

善
一

事
務
局
か
ら

会
費
納
入
の
お
願
い

　

白
堊
同
窓
会
会
費
の
納
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
年
間
５
０
０
０

件
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
納
入
い
た
だ
い

た
会
費
は
、
会
報
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
決
算
書
の
通
り
、

同
窓
生
相
互
の
交
流
を
目
的

と
し
た
事
業
に
加
え
、
全
国

大
会
や
東
北
大
会
に
出
場
す

る
部
や
個
人
に
対
す
る
部
活

動
奨
励
費
を
始
め
と
し
、
現

役
の
一
高
生
育
成
支
援
に
も

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、

会
費
の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
納
入
は
、
同
封
の
払
込

用
紙
に
よ
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
入
と
バ
ー
コ
ー

ド
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

可
能
で
す
。

令
和
７
年
度
総
会
案
内

◎
期
日

　

令
和
７
年
10
月
18
日
（
土
）

◎
場
所

　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　

盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ

◎
主
管

　

平
成
11
年
卒
業
生
一
同

在
校
生
の
部
活
動
記
録

に
つ
い
て

　

経
費
削
減
の
た
め
、
今
号

か
ら
ペ
ー
ジ
数
を
削
減
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
在
校
生

の
部
活
動
記
録
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
公
開
す
る
こ
と
に
変
更

い
た
し
ま
す
。
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

㊗ 

音
楽
部
が
第
77
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
令
和
６
年
10
月
26
日

埼
玉
県
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

大
ホ
ー
ル
）

同窓会の活動を多くの会員に知ってい
ただき、会員相互の交流に役立てたい
という趣旨で、平成 31年３月 31日に
開設しました。ぜひご活用願います。
Facebook アカウント　白堊同窓会
X アカウント　白堊同窓会

訃
　
報

白堊記念館来館者
白堊記念館来館の折には、ぜひ記帳をお願いいたします。

令和５年11月１日～令和６年10月31日の間に記念館に来館された方々です。

昭
和
14
年
卒

昭
和
18
年
卒

昭
和
19
年
卒

昭
和
24
年
卒

昭
和
24
年
卒

昭
和
25
年
卒

昭
和
25
年
卒

昭
和
25
年
卒

昭
和
26
年
卒

昭
和
26
年
卒

昭
和
26
年
卒

昭
和
27
年
卒

昭
和
27
年
卒

昭
和
28
年
卒

昭
和
28
年
卒

昭
和
28
年
卒

昭
和
28
年
卒

昭
和
29
年
卒

昭
和
29
年
卒

昭
和
30
年
卒

昭
和
31
年
卒

昭
和
31
年
卒

昭
和
31
年
卒

昭
和
26
年
卒

昭
和
27
年
卒

昭
和
27
年
卒

昭
和
29
年
卒

昭
和
32
年
卒

昭
和
33
年
卒

昭
和
35
年
卒

昭
和
38
年
卒

昭
和
38
年
卒

昭
和
39
年
卒

昭
和
41
年
卒

昭
和
41
年
卒

昭
和
42
年
卒

昭
和
44
年
卒

昭
和
44
年
卒

昭
和
44
年
卒

昭
和
44
年
卒

昭
和
45
年
卒

昭
和
47
年
卒

昭
和
47
年
卒

昭
和
49
年
卒

昭
和
51
年
卒

昭
和
52
年
卒

昭
和
54
年
卒

佐　

藤　

宗　

彦

晴　

山　

信　

一

中　

村　

甲　

作

太　

田　

豊　

治

諏　

訪　

敬
之
助

兼　

田　

善　

一

菅　

野　
　
　

剛

瀬
野
尾　

澈　

夫

伊　

東　

圭
三
郎

大
和
田　
　
　

剛

吉　

田　
　
　

實

千　

葉　

修　

司

長　

岡　

洋　

介

石　

﨑　

洋　

志

齋　

藤　

香
代
子

諏　

訪　

俊　

男

伊
五
澤　

ヨ
シ
ミ

青　

山　

良
一
郎

野　

坂　

す
み
子

小
瀬
川　
　
　

香

小
笠
原　

正　

明

𠮷　

田　

邦　

雄

吉　

田　

豊　

彦

吉　

田　

欣　

悦

清　

水　

敏　

明

髙　

橋　
　
　

弘

田
中
舘　

隆　

雄

國　

分　

智　

子

工　

藤　
　
　

温

工　

藤　
　
　

宏

佐　

藤　

俊　

一

佐　

藤　

雄　

三
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坂　
　
　

宗

大　
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子
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村　

邦　
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小
笠
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清　

文

阿　

部　
　
　

隆

煙　

山　

政　

夫

滑　

川　

良　

樹

西　

川　
　
　

平

岩　

澤　

新　

治

木　

村　

英　

紀

山　

本　

秀　

雄

南　

郷　

成　

民

髙　

橋　

修　

三

田　

村　

由　

和

斎　

藤　

正　

義

昭
和
32
年
卒

昭
和
33
年
卒

昭
和
36
年
卒

昭
和
37
年
卒

昭
和
37
年
卒

昭
和
37
年
卒

昭
和
37
年
卒

昭
和
38
年
卒

昭
和
38
年
卒

昭
和
40
年
卒

昭
和
41
年
卒

昭
和
44
年
卒
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心からご冥福をお祈りいたします。（令和５年11月1日以降ご逝去され、令和６年10月31日までに事務局にご連絡いただいた方々です。）

①歌集 飛ぶ歌 ー改訂版ー　　飯村 良子（昭和46年卒）
　歌集 光と風の五月　　　　 飯村 良子（昭和46年卒）
　詩集 天の時計 ー改訂版ー　飯村 良子（昭和46年卒）
　句集 天の露　　　　　　　 飯村 佳月※飯村 良子

②寄付金（50,000円）

⑥寄付金（436,211円）

③学徒出陣　80年目のレクイエム　還らざる学友たちへ

④私の履歴書　三井住友信託銀行名誉顧問 高橋 温（昭和35年卒）著

⑤米内光政会会報　創刊号、第2号、第3号　米内光政会
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